
主な内容
疲弊するマチに明かりを‥‥‥‥‥‥

第73号町議会だより第２回定例会‥‥

総合サービス室は役場の総合案内窓口です‥

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金‥

運動会★体育大会‥‥‥‥‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「全力で駆け抜ける」
６月から７月にかけて、小・中学校、幼稚園、保育園の運動会が行わ
れました。写真は、６月８日に行われた弟子屈中学校体育大会での
１コマです。全力疾走する生徒に、仲間や保護者などから大きな声
援が送られました。

（関連記事20～21ページ）
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町
の
人
口
減
少
が
止
ま
り
ま
せ
ん

今
年
１
月
末
に
は
、と
う
と
う
８
千
人
を
割
り
込
み
ま
し
た

今
後
も
人
が
減
っ
て
い
く
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
の
中

マ
チ
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に
、活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に

今
、何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
の
で
す

　

広
報
て
し
か
が
の
裏
表
紙
を
１
枚
め

く
る
と「
今
月
の
こ
よ
み
」の
下
に「
人
の

う
ご
き
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
３
月
号
に
載
っ
た
の
は
、１
月
末

現
在
の
本
町
の
人
口
、
７
千
９
９
８
人
、

８
千
人
を
割
り
込
こ
ん
だ
と
い
う
現
実
。

前
月
比
、
実
に
20
人
の
マ
イ
ナ
ス
で
し

た
。以
降
も
減
少
は
続
き
、
６
月
末
現
在

の
人
口
は
７
千
９
０
１
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
人
口
は
、
高
度
成
長
期
真
っ
只

中
の
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
し
た
。こ
の
と
き
の
人
口
は
、
国

勢
調
査
の
数
値
で
１
万
３
千
２
６
２
人
。

54
年
前
に
は
、
現
在
の
約
１
・
７
倍
の
人

が
弟
子
屈
に
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
減
少
に
転
じ
、
一
時
的
に
増

加
し
た
時
期
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
ま

で
減
少
が
止
ま
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

弟子屈町の人口の推移（単位／人）

各年10月１日現在（住民基本台帳による部分は各年９月30日現在）
資料／国勢調査（大正９年～平成12年・平成17年・平成22年）
　　　住民基本台帳
　　　（平成13年～16年・平成18年～平成21年・平成23年～平成25年）
　　　国立社会保障・人口問題研究所による地域別将来推計人口（平成52年）

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少
　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

昨
年
３
月
に
発
表
し
た
日
本
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口
で
は
、
２
０
４
０（
平
成

52
）年
、本
町
の
人
口
は
４
千
８
０
１
人
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。２
０
１
０

（
平
成
22
）年
の
国
勢
調
査
人
口
８
千
２
７

８
人
と
比
較
す
る
と
、
30
年
で
約
42
％
も

減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
の
有
識
者
で
組
織
す
る
日

本
創
生
会
議
は
今
年
５
月
、２
０
４
０
年

に
本
町
の
20
～
39
歳
の
女
性
の
人
口
が

57
・
６
％
減
少
す
る
と
推
計
。若
い
女
性

の
減
少
は
少
子
化
の
要
因
で
あ
り
、
さ
ら

に
人
口
減
少
が
加
速
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。実
際
、
同
会
議
が
試
算
し
た

消
滅
可
能
性
都
市
８
９
６
の
中
に
、
本
町

も
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
人
口
が
減
る
の
か

　

な
ぜ
、
本
町
の
人
口
は
減
り
続
け
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

要
因
の
一
つ
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。特

に
少
子
化
は
、
人
口
減
少
に
直
で
影
響
し

ま
す
。高
齢
化
が
進
み
、
日
本
人
の
寿
命

は
格
段
に
長
く
な
り
ま
し
た
。で
す
が
、

い
つ
か
は
必
ず
死
を
迎
え
ま
す
。そ
の
一

方
で
新
た
に
生
ま
れ
る
命
が
な
け
れ
ば
、

人
口
は
確
実
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。前
述

し
た
と
お
り
、２
０
４
０
年
に
20
～
39
歳

の
女
性
が
大
幅
に
減
る
と
推
計
さ
れ
た

市
区
町
村
が
消
滅
可
能
性
都
市
と
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
年
代
の
女
性
が
子
ど
も
を

人
口
減
少
時
代
を
い
か
に
生
き
延
び
る
か

2

り
を

疲
弊
す
る

マ
チ
に

明
か
り
を
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産
み
、
育
て
る
中
心
で
あ
る
と
い
う
考
え

か
ら
で
す
。そ
し
て
、
元
々
人
口
が
少
な

い
本
町
の
よ
う
な
地
方
の
自
治
体
は
、
少

子
化
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
人
が
都
市
部
に
流
出
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。特
に
若
い

世
代
の
流
出
が
顕
著
で
、
こ
れ
は
町
内
に

雇
用
の
受
け
皿
が
少
な
い
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま

た
、
医
療
や
教
育
な
ど
に
対
す
る
不
安
、

選
択
の
余
地
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
背

景
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
は
な
ぜ
問
題

　

人
口
の
減
少
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
言
で
い
え
ば
、
自
治
体
と
し
て
の
経

営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

ま
ず
、
経
済
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

人
が
減
る
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
力
が
減

る
と
い
う
こ
と
。労
働
力
不
足
に
よ
る
地

域
産
業
の
低
迷
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま

た
、
地
域
内
で
の
消
費
が
冷
え
込
み
、
商

工
業
へ
与
え
る
影
響
も
小
さ
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
に
よ
り
町
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
財
源
で
あ
る
税
収
が
減
少
。さ
ら

に
、
国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
も
、
そ
の
算
定
に
は
人
口
が
大
き
く
か

か
わ
っ
て
い
る
た
め
、
地
方
交
付
税
も
減

収
。結
果
的
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
が

低
下
し
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
な

る
負
担
を
お
願
い
し
た
り
す
る
事
態
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

若
者
が
減
る
、
出
生
数
が
減
る
こ
と
で

高
齢
化
は
さ
ら
に
進
み
、
年
金
や
介
護
保

険
、
福
祉
給
付
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
負

担
も
増
加
し
ま
す
。

選
ば
れ
る
マ
チ
目
指
し

　

減
り
続
け
て
い
る
本
町
の
人
口
で
す

が
、
一
方
で
増
加
の
要
素
も
あ
り
ま
す
。

道
外
や
町
外
か
ら
移
住
し
て
く
る
方
た

ち
で
す
。弟
子
屈
の
貴
重
で
雄
大
な
自

然
に
ひ
か
れ
て
移
住
し
て
く
る
方
は

毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
い
て
、
町
で
も

２
０
０
５
年
か
ら
移
住
政
策
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
く
る
方
は
、
北
海
道
へ
の
憧

れ
だ
け
で
や
っ
て
来
る
わ
け
で
は
な
く
、

弟
子
屈
を
選
ん
で
や
っ
て
来
ま
す
。選
ば

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

人口問題フォーラム
人口減少下における弟子屈町のまちづくり

わたしたちのマチのことだから
あなたにも一緒に考えてほしい

　人口減少はなぜ起きているのでしょうか。

　全国的な傾向や本町の傾向を分析するとともに、そのメカニズム

を知るために、専門家を招いてフォーラムを開催します。

　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

※筆記用具をご持参ください。

▼日時／８月21日㈭　18時30分～

▼場所／町公民館

▼日程

　【講演】18時30分～19時50分

　　テーマ／弟子屈町の人口－その将来を考える

　　講師／原　俊 彦（はら・としひこ）氏

　　　　　　札幌市立大学デザイン学部教授

　　　　　　日本人口学会会長

　　　　　　第３次（平成４～13年）弟子屈町総合計画アドバイザー

　【公開ディスカッション】20時～20時30分

　　テーマ／人口減少時代のまちづくり

　　ファシリテーター／原　俊 彦氏

　　出演／德 永　哲 雄 町長

　　　　　須 藤　直 武 氏（町移住アドバイザー）

　　　　　木名瀬　佐奈枝 氏（町総合計画評価委員）

れ
る
マ
チ
で
あ
る
こ
と
。こ
こ
に
、
人
口

減
少
を
食
い
止
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ

り
ま
す
。

　

移
住
し
て
来
る
方
だ
け
で
は
な
く
、

今
、
弟
子
屈
に
住
ん
で
い
る
方
に
も
、
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
て
も
ら
う
こ
と
、
住

み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
マ
チ

で
あ
る
こ
と
。選
ば
れ
る
マ
チ
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

若
者
が
き
ち
ん
と
収
入
を
手
に
し
、
新

し
い
家
族
を
迎
え
て
生
活
し
て
い
け
る

マ
チ
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ

る
マ
チ
。

　

安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
マ
チ
。

　

各
産
業
に
勢
い
の
あ
る
マ
チ
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
、
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
、
す
べ
て
の
方
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
、生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
マ
チ
。

　

そ
ん
な
マ
チ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
人
口
が
減
る
こ
と
で

マ
チ
の
活
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、
住
み
よ

く
、
活
気
と
魅
力
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

急
務
で
す
。

原　俊 彦 氏

1975年早稲田大学政

治経済学部政治学科

卒業。

1977年～1982年フライブルグ大学

（ドイツ）哲学部第四類に留学、社会

学・政治学・経済政策専攻、社会学博

士取得。帰国後、㈶エネルギー総合

工学研究所（主任研究員）を経て㈱

研究開発コーディネーターを設立

（代表取締役）。1988年北海道東海

大学国際文化学部助教授、1995年

同教授、2006年から現職。

　本町の人口は、ピークから毎年徐々に減

ってきましたので、炭鉱の閉山などで急激

に減ったマチに比べると危機感は感じられ

ないかもしれません。

　しかし現実に、ここ最近の町内の年間出

生数は50人前後ですし、産業面では、求人を

出しても応募がなく、担い手不足の声も聞

かれます。本文に書いてあるとおり、人口減

少はまちづくりにさまざまな負の影響を及

ぼします。また、報道では、消滅可能性都市

や限界集落など暗いイメージの言葉で飾ら

れるので、気持ちも落ち込んでしまいます。

　日本全体の人口が減少する中、この地域

だけが人口を増やすことは難しいですが、

減少のスピードを遅くし、維持していく方

策はあると思います。このマチに住む人が

自信と誇りにみなぎって幸せな生活を送る

ことが、マチに明かりをともすことになり

ます。

　自分と家族の幸せのために、一緒に考え、

行動しませんか。まずは、人口問題フォーラ

ムへのご参加をお待ちしています。

わがマチに自信と誇りと幸せを

まちづくり政策課長　秋 山　一 夫

8/21㈭ 18:30
町公民館
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◆わたしたちの町議会てしかが

◎�

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（
報
告
第
１
号
）

　

地
方
税
法
お
よ
び
同
施
行
令
、
同
施
行

規
則
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
税

条
例
の
所
要
の
規
定
の
整
理
と
法
人
町
民

税
に
お
け
る
法
人
税
割
の
税
率
の
引
き
下

げ
、
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
税
率
の
引
き

上
げ
、
規
定
年
数
経
過
車
両
に
対
す
る
重

課
な
ど
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

◎�

平
成
25
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て（
報
告
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
６
千
５
３

６
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
80
億
１

千
９
７
８
万
３
千
円
と
し
た
。歳
入
の
主

な
も
の
は
地
方
交
付
税
な
ど
の
確
定
に
伴

う
増
減
分
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
各
基
金

へ
の
積
み
立
て
や
事
業
確
定
に
よ
る
減
額

分
な
ど
。

◎�

平
成
25
年
度
弟
子
屈
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て（
報
告
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
８
０

万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７
億
７
千

審
議
の
あ
ら
ま
し

専
決
処
分
の
報
告

３
３
２
万
８
千
円
と
し
た
。歳
入
で
は
一

般
会
計
繰
入
金
を
、
歳
出
で
は
保
険
給
付

費
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
増
減
額
を
計

上
。

◎�

財
産
の
取
得
お
よ
び
処
分
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

（
報
告
第
５
号
・
第
６
号
）

　

本
年
３
月
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
て

い
る
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
・
弟
子
屈

地
区
に
お
け
る
農
業
用
施
設（
バ
ン
ガ
ー

サ
イ
ロ
）の
建
設
に
係
る
事
業
費
が
３
月

10
日
に
最
終
確
定
し
、取
得
価
格
・
処
分
価

格
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
議
決
の
一

部
変
更
。

補　

正　

予　

算

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計（
４
件
）の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
即

時
、予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
。委
員
会
で

の
審
査
の
結
果
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
報
告
の

結
果
、可
決
さ
れ
た
。

※
補
正
予
算
の
額
は
下
の
表
の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正（
議
案
第
41
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
９
４

万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
０
３
億

７
千
６
０
５
万
７
千
円
と
し
た
。歳
入
の

主
な
も
の
は
国
庫
支
出
金
と
町
債
の
減
額

や
繰
越
金
の
増
額
、
歳
出
の
主
な
も
の
は

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る

事
務（
４
６
４
万
４
千
円
）、川
湯
地
区
連
合

自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
２
５
０

万
円
）、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
育
料
の
３

分
の
１
を
支
援
す
る
就
園
支
援
事
業（
９
０

０
万
円
）、川
湯
温
泉
プ
ー
ル
ト
ッ
プ
ラ
イ

ト
改
修
工
事（
９
０
６
万
２
千
円
）、４
月
１

日
付
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
調
整
分

な
ど
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正（議

案
第
42
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７
８
９
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
億
８
千
５

２
３
万
円
と
し
た
。歳
入
の
主
な
も
の
は

25
年
度
介
護
給
付
費
の
確
定
に
よ
る
道
お

よ
び
支
払
基
金
か
ら
の
追
加
負
担
金
な

ど
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
25
年
度
介
護
給

付
費
の
確
定
に
よ
る
国
へ
の
返
還
金
や
積

立
金
な
ど
。

　第２回定例会は、６月10日に招集され11日までの２日間の会期で行われた。
　諸般報告（議長）、行政報告（町長）の後、町からの提出議案として、規約の変更、専決処分事項の
報告など（12件）、平成26年度一般会計補正予算ほか補正予算（５件）を審議し、それぞれ可決した。
　また、議会からは意見書案（１件）と農業委員の推薦（１件）が提案され、それぞれ可決および推
薦することとした。
　一般質問については、３人から９問が行われ、町への提案を含む活発な議論が行われた。

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　髙橋�正秀
　　副委員長　高砂�弥生
　　委　　員　鈴木�繁　岩﨑�義人
　　　☎４８２‐２６９５

　　　　　　　区　分
　会　計　名 補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 103億8,000万円 △3９４万3,000円 103億7,605万7,000円
介　護　保　険 ７億7,733万1,000円 78９万９,000円 ７億8,523万円
温　泉　事　業 １億９,４66万7,000円 13万2,000円 １億９,４7９万９,000円

合　計 118億2,77９万5,000円 330万円 118億3,10９万5,000円

平成26年度弟子屈町各会計補正予算

水　道　事　業 １億6,55４万3,000円 △306万6,000円 １億6,2４7万7,000円
※水道事業会計は収益的支出のみを掲載

専決処分（せんけつしょぶん）の報告
　専決処分とは、本来、議会の議決を経なけれ
ばならない事柄について、市町村長が議会に
代わって自ら意思決定を行うことをいう。
　ただし、専決処分した場合は、次の議会にお
いて報告し、承認を求めなければならない。

（地方自治法第17９条）

◎�

平
成
25
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

（
報
告
第
３
号
）

　

平
成
25
年
度
に
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業

が
、
時
期
的
に
年
度
内
で
の
執
行
が
不
可

能
な
た
め
翌
年
度
に
繰
り
越
し
、
そ
の
金

額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
報
告
。

　

今
回
、繰
越
し
た
事
業
は
、平
成
25
年
度

の
国
の
補
正
予
算
で
事
業
採
択
と
な
っ
た

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
事
業
な
ど
６
事
業
。繰
越

額
の
合
計
は
２
億
２
千
１
２
９
万
７
千
円

で
、財
源
の
内
訳
は
、特
定
財
源
の
う
ち
既

収
入
分
が
９
９
３
万
２
千
円
、
未
収
入
分

は
国
費
が
９
千
６
１
３
万
１
千
円
、
地
方

債
が
１
億
４
７
０
万
円
。残
り
の
一
般
財

源
が
１
千
53
万
４
千
円
。

繰越明許費（くりこしめいきょひ）
　地方公共団体の予算は、会計年度独立の原則によ
り、毎年度の歳出（支出）はその年度の歳入（収入）をも
って充て、これを翌年度に繰り越して使うことがで
きない。しかし、特別の事情によって年度内に事業が
完了することができない場合、会計年度独立の原則
の例外として、予算で定めて翌年度に繰り越して経
費の支出ができることとしている。

（地方自治法第213条）

◎�

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て（
議
案
第
38
号
）

　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
加
入

し
て
い
た「
上
川
中
部
消
防
組
合
」と「
伊
達
・

壮
瞥
学
校
給
食
組
合
」の
２
団
体
の
解
散

に
伴
う
脱
退
、「
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
」

の
新
規
加
入
な
ど
に
伴
い
、
規
約
の
変
更

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

◎�

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
議
案
第
39
号
）

　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
に
加
入
し
て
い
た「
上
川
中
部
消

防
組
合
」と「
伊
達
・
壮
瞥
学
校
給
食
組
合
」

の
解
散
に
伴
う
脱
退
、「
道
央
廃
棄
物
処
理

組
合
」の
新
規
加
入
に
伴
い
、規
約
の
変
更

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
議
案
第
40
号
）

　

指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
左
記
財
産
を

取
得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。


財
産
の
種
類

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車　

１
台


取
得
価
格
／
３
千
３
４
８
万
円

�

取
得
先

　

釧
路
市
星
が
浦
南
１
丁
目
３
番
53

　
　

北
海
道
川
重
建
機
㈱
釧
路
支
店


納
入
期
限
／
平
成
27
年
１
月
31
日

下 水 道 事 業 ４億7,57９万7,000円 △78万8,000円 ４億7,500万９,000円

特
別
会
計
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◆わたしたちの町議会てしかが   

各
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

  

歳
入
歳
出
質
疑

プ
ー
ル
の
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
の
改

修
と
あ
る
が
、
前
回
行
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

16
年
前
に
行
っ
た
の
は
ト
ッ
プ

ラ
イ
ト
以
外
の
改
修
で
あ
る
。

問
防
災
車
両
の
購
入
費
で
１
７
０
万

円
を
み
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

車
両
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
財
源
は
宝
く
じ
関
係
の
１
０

０
％
補
助
を
予
定
し
て
お
り
、
12

月
に
車
検
が
切
れ
る
車
両
の
代
わ
り
に
中

古
車
両
を
予
定
し
て
い
る
。

問答川
湯
温
水
プ
ー
ル
の
改
修
に

つ
い
て

土
曜
授
業
は
教
育
委
員
会
の
独
自

検
討
で
進
め
る
の
か
、
あ
る
い
は

学
校
評
価
委
員
会
な
ど
で
具
体
的
な
成
果

を
検
討
し
な
が
ら
進
め
る
の
か
。

今
回
の
モ
デ
ル
授
業
の
実
践
成
果

を
加
味
し
、
各
学
校
の
意
向
も
十

分
尊
重
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

答 問

答

土
曜
授
業
に
つ
い
て

◎
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正（議

案
第
43
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
13
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
９
千
４
７
９

万
９
千
円
と
し
た
。歳
入
で
は
前
年
度
繰

越
金
の
増
額
を
、
歳
出
で
は
職
員
給
与
費

な
ど
の
増
額
を
計
上
。

◎
下
水
道
業
特
別
会
計
補
正（議

案
第
44
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
78
万
８

千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
億
７
千
５
０

０
万
９
千
円
と
し
た
。歳
入
は
繰
越
金
の

減
額
、
歳
出
は
職
員
給
与
費
な
ど
の
減
額

で
、歳
入
歳
出
を
調
整
。

◎
水
道
事
業
会
計
補
正（
議
案
第
45
号
）

　

主
な
も
の
と
し
て
、
企
業
職
員
給
与
費

の
減
額
と
泉
ヶ
丘
団
地
配
水
管
布
設
替
工

事
に
伴
う
企
業
債
お
よ
び
工
事
請
負
費
の

増
額
分
を
計
上
。

人　

事　

案　

件

◎�

釧
路
町
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て（
議
案
第
46
号
～
48
号
）

　

現
委
員
が
本
年
７
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
委
員
に

堀
内
博
志
氏（
浜
中
町
）、
中
居
茂
氏（
標
茶

町
）、
馬
場
和
男
氏（
白
糠
町
）を
そ
れ
ぞ
れ

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

意
　

見
　

書

◎�

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
意
見
書（
意
見
書
案
第
３
号
）

【
主
な
要
旨
】

　

政
府
の
規
制
改
革
会
議
は「
農
業
改
革

に
関
す
る
意
見
書
」を
発
表
し
た
が
、意
見

書
に
盛
り
込
ま
れ
た
農
業
委
員
会
制
度
の

見
直
し
や
農
業
生
産
法
人
の
大
幅
な
要
件

緩
和
な
ど
は
、
地
域
農
業
の
姿
を
大
き
く

変
容
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、農
業
協

同
組
合
制
度
の
見
直
し
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
を
事
実
上
解
体
に
追
い
込
む
内
容
で
あ

り
、
農
業
者
、
地
域
住
民
、
国
民
生
活
に
重

大
な
支
障
を
来
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」改
訂
に
あ

た
っ
て
は
、真
に
農
業
者
の
所
得
向
上
・
地

域
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
向
上
・
国
民
に

対
す
る
食
料
供
給
の
安
定
確
保
・
農
地
の

適
正
利
用
に
資
す
る
観
点
か
ら
、規
制
改
革

会
議
の
意
見
書
は
慎
重
に
取
り
扱
う
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

【
提
出
先
】�内
閣
総
理
大
臣
、農
林
水
産
大
臣

◎�

弟
子
屈
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
が
本
年
７
月
19

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、後
任
委
員
に
髙
橋
正
秀
議
員
を
推
薦
。

公
共
施
設
の
修
繕
を
含
む
管
理
計

画
の
策
定
は
単
年
度
か
、
あ
る
い

は
複
数
年
度
か
け
る
の
か
。

総
務
省
か
ら
要
請
が
来
て
い
る
計

画
で
、
少
な
く
と
も
10
年
以
上
の

長
期
的
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
東
京
の
銭
湯
に
摩
周
湖
の
絵
が
描

い
て
あ
る
と
聞
い
た
が
、
詳
し
く

伺
い
た
い
。

東
京
の
上
野
に
あ
る
、
国
の
有
形

文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る

燕つ
ば
め

湯
に
銭
湯
絵
を
描
い
て
い
た
だ
い
た
。

銭
湯
絵
師
の
中
島
さ
ん
と
い
う
方
に
格
安

の
13
万
円
で
描
い
て
い
た
だ
き
、掲
載
料
も

お
か
み
さ
ん
の
計
ら
い
で
２
年
間
無
償
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、中
島
さ
ん
の
好
意
で

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
の
ニ
コ
ニ
コ
湯
に
も
描

い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。こ
れ
ら
を
広
報
紙

で
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

問答答 銭
湯
絵
に
つ
い
て

土
曜
授
業
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

こ
れ

ま
で

は
、
土
曜
日

に
参
観
日
、

運
動
会
、
学

芸
会
な
ど
を

実
施
し
た
場

合
、
翌
週
に

振
替
休
日
を

設
け
て
い
た
。

こ
の
度
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
改
正

が
行
わ
れ
、
設
置
者
の
判
断
で
振
替
休
日

な
し
に
土
曜
日
授
業
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
い
る
。和
琴
小
学
校
が
モ
デ
ル
校
に
選

ば
れ
、月
１
回
程
度
、年
間
10
回
ほ
ど
土
曜

授
業
を
計
画
し
て
い
る
。

答 問 土
曜
授
業
の
内
容
に
つ
い
て

平成26年度
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

計
画
は
単
に
公
共
施
設
の
管
理
だ
け
で
な

く
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
踏
み
込
ん

だ
も
の
と
な
り
、
策
定
に
は
２
年
程
度
か

か
る
。

防
災
車
両
の
購
入
に
つ
い
て

過
去
に
、
何
回
か「
し
尿
」処
理
に

つ
い
て
質
問
を
し
、
衛
生
処
理
組

合
議
会
議
員
一
致
で
５
年
を
め
ど
に
ミ
ッ

ク
ス
事
業
へ
の
移
行
を
確
認
し
た
が
、
本

町
の
体
制
を
伺
う
。

下
水
道
に
関
す
る「
し
尿
」処
理
に

つ
い
て
、
25
年
度
に
策
定
し
た
生

活
排
水
基
本
計
画
で
は「
し
尿
」の
量
が
減

る
状
況
の
中
で
ミ
ッ
ク
ス
事
業
を
使
っ
て

下
水
道
の
終
末
処
理
場
で
処
理
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。標
茶
町
に
お
い
て
も
主

だ
っ
た
各
集
落
の
下
水
道
整
備
も
終
わ

り
、
今
後
５
年
を
め
ど
に
ミ
ッ
ク
ス
事
業

に
移
行
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
本
町
に

お
い
て
も
標
茶
町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
た

い
。 答 問 ミ

ッ
ク
ス
事
業
導
入
に
向
け
て

土曜授業のモデル校となった和琴小学校

改修が行われている川湯屋内温水プール

町政・議会はあなたのために…

傍聴手続きは議場入り口の受付簿に

氏名を記載するだけです

～お気軽にお越しください～

次回の『平成26年第３回弟子屈町議会定例会』は、９月上旬開催の予定です

　

北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
全
道
議
員

研
修
会
が
７
月
４
日
、

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

本
町
議
会
議
員
も
参
加

し
た
。

　

第
一
部
で
は「
議
会
改

革
の
こ
れ
か
ら
」と
題
し

て
、
法
政
大
学
法
学
部

教
授
・
廣
瀬
克
哉
氏
が
講

演
。第
二
部
で
は「
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
政
治
」

と
題
し
て
、
読
売
新
聞

特
別
編
集
委
員
・
橋
本
五

郎
氏
が
講
演
を
行
い
、

興
味
深
く
聴
き
入
っ
た
。

北海道町村議会議員研修会
議会や政治の在り方について学ぶ

橋本五郎氏の講演に聴き入る参加者
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◆わたしたちの町議会てしかが

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
１
食

４
３
０
円
で
希
望
者
に
配
食
し
、

食
生
活
の
改
善
や
安
否
確
認
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、ヤ
ク
ル

ト
を
持
参
し
利
用
者
宅
を
訪
問
し
、
声
掛

け
、
安
否
確
認
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。こ
の
２
事
業
に
つ
い
て
、委
託
者
か
ら

の
確
認
方
法
や
裏
づ
け
、
さ
ら
に
利
用
者

か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
対
す
る
疑
問
な

ど
の
対
処
方
法
、今
後
に
向
け
て
の
検
証
、

課
題
、見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、公
共
交
通

機
関
な
ど
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
や
障

が
い
者
に
対
し
、通
院
時
の
外
出
や
移
動
手

段
の
確
保
の
た
め
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

複
数
名
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
の
か
。

問

副
町
長
答
弁

３
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

弟
子
屈
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
実

施
し
て
い
る
。利
用
者
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
問
い
合
わ
せ
は
、
社
協
と
の
連
携
の
中

で
即
時
お
答
え
を
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。各
事
業
の
実
施
方
法
が
形
式
的
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
た
め
て
徹
底
を
図

り
た
い
。今
後
は
、社
会
福
祉
協
議
会
が
町

か
ら
の
受
託
で
は
な
く
、
自
主
事
業
と
し

て
取
り
組
め
な
い
の
か
協
議
す
る
必
要
が

あ
る
。ま
た
、移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

特
別
な
場
合
を
除
い
て
、
原
則
複
数
の
方

と
利
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
各
種
事
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

 

答　

形
式
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
徹
底
す
る

答

問　

修
学
資
金
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

答　

貸
付
対
象
者
な
ど
の
見
直
し
を
進
め
る

国
の
教
育
に
か
け
る
予
算
は
国
際

的
に
み
て
も
最
低
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

地
元
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
で
は
有

資
格
者
が
不
足
し
て
お
り
、
諸
業
務
に
支

障
を
来
し
て
い
る
。こ
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
町
の
果
た
す
役
割
も
大
変

問

重
要
で
あ
る
。現
行
の
就
学
資
金
貸
付
条

例
を
見
直
し
、
各
就
学
資
金
の
月
額
を
倍

増
し
、ま
た
貸
付
対
象
者
も
歯
科
医
師
、介

護
福
祉
士
、保
育
士
を
追
加
し
、対
象
職
種

を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。さ
ら
に
、償
還
の

免
除
規
定
に
つ
い
て
も
、
５
年
以
上
本
町

の
医
療
・
介
護
施
設
に
勤
務
す
る
こ
と
を
条

件
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

町
内
の
介
護
事
業
所
で
は
有
資
格

者
の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
質
の
高
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
も
専

門
職
の
継
続
的
な
確
保
や
勤
務
条
件
な
ど

の
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。現
行
の

就
学
資
金
貸
付
対
象
者
な
ど
、
制
度
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、条

例
改
正
案
を
９
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。

答

問　

就
学
援
助
の
充
実
策
に
つ
い
て

 

答　

管
内
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、理
事
者
と
協
議
す
る

文
部
科

学
省
は
、

平
成
22
年
度
か

ら
ク
ラ
ブ
活
動

費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の

３
項
目
を
就
学

援
助
の
対
象
と

し
、平
成
23
年
度

か
ら
準
要
保
護

世
帯
へ
の
支
給
が
交
付
税
措
置
さ
れ
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
経
済
格
差
が
教
育
格

差
と
な
ら
な
い
よ
う
早
く
３
項
目
を
就
学

援
助
の
支
給
対
象
と
す
べ
き
と
思
う
が
、

所
見
を
伺
う
。

問

教
育
長
答
弁

就
学
援
助
制
度
は
学
校
教
育
法

第
19
条
の
規
定
で「
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
、
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童

ま
た
は
学
齢
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て

は
、市
町
村
は
、必
要
な
援
助
を
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ
て
い
る
。本
町
に

お
い
て
は
、学
用
品
費
、体
育
実
技
用
品
費

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
し
て
お
り
、
経

済
格
差
が
教
育
格
差
と
な
ら
な
い
よ
う
努

め
て
い
る
。当
該
３
項
目
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
管
内
市
町
村
の
動
向
を
見
極
め

つ
つ
、理
事
者
と
も
十
分
協
議
し
、新
年
度

に
向
け
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

問　

�

公
共
事
業
の
発
注
と
受
注
の
関
係
に
つ
い
て

 

答　

賃
金
水
準
の
確
保
を
関
係
団
体
に
要
請
す
る
方
向
で
検
討

小�

川　

義�

雄　

議
員

一
般
質
問

国
交
省
は
平
成
26
年
８
月
１
日
以

降
に
入
札
手
続
き
を
開
始
す
る
工

事
に
お
い
て
、
社
会
保
険
な
ど
未
加
入
業

者
に
つ
い
て
は
競
争
入
札
参
加
資
格
を
認

め
な
い
と
の
措
置
を
決
定
し
た
。本
町
の

公
共
事
業
受
注
業
者
の
中
で
、
季
節
労
働

者
を
含
め
て
社
会
保
険
な
ど
が
未
加
入
の

事
業
所
は
あ
る
の
か
。あ
る
と
し
た
ら
、今

後
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、国

で
は
設
計
労
務
単
価
を
25
年
度
で
15
％
、

26
年
度
で
は
７
・
５
％
引
き
上
げ
た
が
、町

と
し
て
適
切
な

賃
金
水
準
の
確

保
や
、
元
請
負

業
者
が
地
元
下

請
業
者
へ
工
事

を
発
注
す
る
よ

う
文
書
な
ど
で

要
請
す
べ
き
と

問

思
う
が
、所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

入
札
通
知
で
保
険
加
入
誓
約
書

の
提
出
お
よ
び
受
注
後
は「
施
工
体
制
台

帳
」の
提
出
を
求
め
、作
業
員
名
簿
に
よ
っ

て
保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
た
。実
質
的
に
は
、本
年
５
月
以

降
に
発
注
す
る
工
事
か
ら
社
会
保
険
の
加

入
が
１
０
０
％
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。ま
た
、元
請
負
人
が
下
請
負

人
を
選
定
す
る
場
合
は
、
町
内
に
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
選
定
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。対
応
で
き
な
い
場
合

は
監
督
員
へ
の「
理
由
書
」の
提
出
を
求
め
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。労
務
単
価

の
改
定
に
伴
う
従
業
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
も
、
関
係
団
体
に
対
し
要
請
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

公共事業受注者は適切に選定を

答

クラブ活動費も就学援助の対象にしてはどうか

答

問　

少
子
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

 

答　

諸
政
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
進
め
る
方
向
で
取
り
組
む

内
閣
府
は
少
子
化
社
会
対
策
白
書

を
発
表
し
、
そ
の
中
で
わ
が
国
は

社
会
経
済
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

少
子
化
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。ま
た
、民
間
有
識
者
で
つ
く
る
日
本

創
生
会
議
が
公
表
し
た
将
来
予
測
で
、
子

ど
も
を
産
む
中
心
世
代
の
20
歳
か
ら
3９
歳

の
女
性
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
道
内
の

８
割
の
市
町
村
で
半
数
以
下
に
な
る
と
分

問

析
し
て
い
る
。本
町
に
お
い
て
若
者
が
結

婚
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
策
と
し
て
、
①
役
場
の
臨
時
職
員
の
時

給
の
大
幅
ア
ッ
プ
や
正
規
雇
用
化
な
ど
の

処
遇
改
善
。②
保
育
料
の
軽
減
。③
中
学
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
。④
少
子

化
対
策
推
進
条
例
の
制
定
。⑤
若
者
に
対

す
る
家
賃
補
助
を
含
む
住
宅
優
遇
策
。以

上
の
提
言
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

有
資
格
者
を
中
心
に
臨
時
職
員
か

ら
定
数
外
職
員
へ
の
登
用
な
ど
、
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
を
検
討
し
た
い
。ま
た
、

今
回
の
補
正
予
算
で
保
育
料
の
３
分
の
１

を
助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。医
療
費
の
軽

減
拡
大
は
、
少
子
化
施
策
全
体
で
再
検
討

す
る
。条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
議
論
を
参
考
に
十
分

検
討
し
た
い
。最
後
に
若
者
に
対
す
る
住

宅
政
策
と
し
て
は
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
や

空
き
家
住
宅
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
検

討
し
た
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
各
施
策
を

単
独
で
は
な
く
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

問
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◆わたしたちの町議会てしかが

道
の
駅
摩
周
温
泉
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
８
万
人

だ
っ
た
来
客
者
が
28
万
人
と
大
幅
に
増

え
、土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
な
ど
は
何
百

台
も
の
車
両
が
駐
車
し
、
多
く
の
お
客
さ

問 問　

道
の
駅
と
商
店
街
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

 

答　

官
民
一
体
と
な
っ
て
商
店
街
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
た
い

ま
で
賑
わ
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
商

店
街
は
、
弟
子
屈
に
お
客
さ
ま
が
一
番
多

く
訪
れ
て
い
る
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
め
ら
れ
、
せ
っ
か
く
お

客
さ
ま
が
街
を
散
策
し
て
も
買
い
物
す
ら

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。商
工
会

と
よ
く
話
し
合
い
、
多
く
の
お
客
さ
ま
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
体
制
が

で
き
な
い
も
の
か
町
長
に
伺
う
。

副
町
長
答
弁

道
の
駅
は
、
平
成
23
年
７
月
16
日

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く

の
方
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
周
辺
整
備
を

進
め
る
一
方
で
、
直
売
会
を
は
じ
め
各
種

情
報
提
供
や
施
設
管
理
に
お
い
て
、
お
も

て
な
し
の
気
持
ち
を
第
一
に
努
力
い
た

だ
い
て
い
る
。結
果
、
平
成
25
年
度
に
は

「
じ
ゃ
ら
ん
」の
好
感
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お

い
て
全
道
２
位
と
な
り
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
。商
工
会
に
お
い
て
も
、今
年
度
の
事

業
計
画
の
中
に
道
の
駅
と
の
連
携
を
掲
げ

て
お
り
、
多
く
の
交
流
人
口
が
あ
る
本
町

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
商

工
会
や
個
々
の
商
店
と
の
協
議
を
進
め
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
商
店
街
と
し
て
の
魅

力
づ
く
り
と
経
済
面
で
も
効
果
が
上
が
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

道
の
駅
自
立
に
向
け
て

 

答　

直
売
会
は
自
立

道
の
駅「
摩
周
温
泉
」が
大
変
好
評

を
得
て
お
り
、
あ
る
調
査
機
関
に

よ
る
と
全
道
で
好
感
度
ラ
ン
キ
ン

グ
２
位
と
い
う
数
字
も
出
て
お
り
、
施
設

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
関
係
者
各
位
の
努
力

の
賜
物
と
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。さ

て
、
道
の
駅
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
町
で
は
年
間
２
千
万
円
支
出
し
て

い
る
。私
は
基
本
的
に
道
の
駅
は
自
立
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ

ン
し
て
、

本
年
７
月

で
丸
３
年

に
な
り
、

今
年
の
入

館
者
数
は

25
万
人
が

見
込
ま
れ
、

物
産
の
売

上
高
は
１

億
円
に
達

問

す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

将
来
的
な
自
立
に
向
け
て
、
維
持
管
理
費

の
一
部
を
直
売
会
な
ど
に
負
担
さ
せ
る
方

向
で
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長
答
弁

道
の
駅
は
公
共
施
設
で
あ
る
。直

売
会
か
ら
は
25
年
度
と
今
年
度
に
寄
付
金

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
と
40
万
円
い

た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、４
月
の
直
売
会
総

会
で
は
27
年
度
か
ら
行
政
財
産
の
使
用
料

を
町
に
納
め
る
こ
と
で
決
定
を
い
た
だ
い

て
お
り
、そ
の
額
は
70
万
円
に
な
る
。直
売

会
で
使
用
す
る
電
気
料
を
は
じ
め
光
熱
水

費
は
直
売
会
か
ら
町
に
納
め
て
お
り
、
金

額
に
し
て
25
年
度
で
１
３
０
万
円
程
に

な
っ
て
い
る
。道
の
駅
全
体
の
共
通
経
費

は
町
が
負
担
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。直
売
会
に
関
す
る
も
の

は
現
時
点
で
自
立
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

答

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
協
改
革
に
つ
い
て

 

答　

 

地
域
に
と
っ
て
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な
判
断
を
期
待
す
る

山�

田　
　

�
博　

議
員

一
般
質
問

い
よ
い
よ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
が
決
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。現
在
、
政
府

与
党
の
考
え
て
い
る
案
の
中
に
は
、
全
国

中
央
会
解
体
、准
組
合
員
の
比
率
検
討
、農

業
委
員
会
の
委
員
を
農
業
者
に
よ
る
選
挙

で
は
な
く
町
村
推
薦
等
々
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。今
後
の
本
町
に
お
け
る
影
響
と
新

し
い
時
代
に
即
し
た
計
画
が
必
要
と
思
う

が
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
農
業
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
の
暮
ら
し
や
地
域

問

社
会
全
体
の
将
来
に
関
わ
る
極
め
て
大
き

な
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。今
後
の

交
渉
に
関
わ
る
会
合
に
お
い
て
、
衆
参
両

院
の
農
林
水
産
委
員
会
の
決
議
を
順
守

し
、
毅
然
と
し
た
姿
勢
で
の
交
渉
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、農
業
改
革
に
つ

い
て
は
、規
制
改
革
会
議
が
農
業
委
員
会
、

農
業
生
産
法
人
、
農
業
協
同
組
合
の
在
り

方
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
の
提
言

を
し
て
い
る
。今
後
、同
会
議
が
ま
と
め
る

最
終
答
申
を
受
け
、国
が
農
業
者
、地
域
住

民
、
国
民
生
活
に
重
大
な
支
障
を
来
す
こ

と
が
な
い
よ
う
な
判
断
を
期
待
す
る
。

答

問　

�

幼
稚
園
、保
育
所
、育
児
施
設
に
つ
い
て

 

答　

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い

坪�

井　

嗣�

雄　

議
員

一
般
質
問

前
回
の
議
会
に
お
い
て
、幼
稚
園
、

保
育
園
の
町
営
化
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、
本
年
度
の
進
め
方
な
ら
び
に

来
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。現
在

進
め
て
い
る
特
養
摩
周
・
倖
和
園
の
介
護

者
募
集
も
、
従
事
す
る
方
々
の
子
ど
も
の

教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
分

な
体
制
が
つ
く
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。全

国
の
大
き
な
病
院
な
ど
の
施
設
で
は
職
員

を
対
象
と
し
た
託
児
所
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
子

育
て
中
の

女
性
が
退

職
せ
ず
と

も
仕
事
を

続
け
ら
れ

る
働
き
や

す
い
環
境

に
な
っ
て

い
る
。
川

湯
の
森
病

院
、
摩
周

問

厚
生
病
院
、
介
護
施
設
な
ど
に
も
託
児
所

を
設
け
る
べ
く
本
町
に
お
い
て
も
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
協
議
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。事
業
所
内
保
育

施
設
は
、
地
域
で
保
育
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
を
地
域
枠
で
受
け
入
れ
る
場
合
、
こ

れ
を
市
町
村
の
認
可
事
業
と
し
た
上
で
保

育
給
付
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
国
な
ど
の
助
成
制
度
は
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
企
業
の
負
担
が
大

き
い
た
め
地
方
で
の
導
入
は
低
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。既
存
の
保
育
所
な
ど
や
事

業
所
内
保
育
施
設
な
ど
で
保
育
士
を
充
足

さ
せ
、夜
間
を
含
め
た
時
間
外
保
育
、休
日

保
育
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
も
子
育
て
中

の
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
。

道の駅の自立を望む

答

保育の充実を目指して

答

道の駅と商店街の連携によるおもてなしを

農業関連団体の在り方とは
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議
会
の
動
き   

（
３
月
６
日
～
６
月
10
日
）

　

次
の
と
お
り
所
管
事
務
を
調
査
し
た
の

で
、
会
議
規
則
第
75
条
の
規
定
に
よ
り
報

告
す
る
。

▼
事
項

　

①
会
館
・
集
会
所
な
ど
の
現
況
に
つ
い
て

　

②
古
丹
生
活
館
の
現
況
に
つ
い
て

　

③�

コ
タ
ン
共
同
浴
場
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

　

④�

ウ
タ
リ
住
宅
資
金
貸
付
け
状
況
に
つ

い
て

　

⑤�

ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
所
蔵
資
料
の
保

管
状
況
に
つ
い
て

▼�

方
法
／
現
地
調
査
お
よ
び
資
料
に
よ
る

聞
き
取
り
調
査

▼
日
時
／
５
月
20
日
㈫　

９
時
30
分
～

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

報
告

平成26年

第２回
臨時会
（４月28日）

　平成26年第２回臨時会
が４月28日に開催され、次
のとおり原案可決した。

請
負
契
約
の
締
結 審議のあらまし

アイヌ民俗資料館所蔵資料についても調査

◎�

町
立
弟
子
屈
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園

ほ
か
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▼
建
築
主
体（
議
案
第
31
号
）

　

�

契
約
の
相
手
方
／
東
亜
・
ホ
ク
セ
イ
・

熊
谷
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　


契
約
金
額
／
６
億
７
千
２
３
０
万
円

▼
電
気
設
備　

強
電（
議
案
第
32
号
）

　

�

契
約
の
相
手
方
／
高
部
・
大
栄
・
マ
ツ

ダ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　


契
約
金
額
／
９
千
８
２
８
万
円

▼
電
気
設
備　

弱
電（
議
案
第
33
号
）

　

�

契
約
の
相
手
方
／
北
電
工
業
・
宮
田

電
気
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　


契
約
金
額
／
５
千
６
１
６
万
円

▼
空
調
設
備（
議
案
第
34
号
）

　

�
契
約
の
相
手
方
／
太
平
洋
・
佐
藤
建

設
工
業
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　


契
約
金
額
／
１
億
１
千
16
万
円

▼
給
排
水
衛
生
設
備（
議
案
第
35
号
）

　

�

契
約
の
相
手
方
／
五
建
・
協
和
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼
場
所
／
現
地
お
よ
び
議
員
控
室

　

①

別
温
泉
桜
町
会
館
ほ
か
６
カ
所

　

②
古
丹
生
活
館

　

③
コ
タ
ン
共
同
浴
場

　

④
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館

▼
結
果

　

①�


別
温
泉
桜
町
会
館
を
は
じ
め
と
す

る
会
館
、
集
会
所
の
管
理
状
態
は
概

ね
良
好
で
あ
っ
た
。た
だ
、各
会
館
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
電
話
機
に
係

る
基
本
料
金
の
町
負
担
分
が
、
年
間

約
80
万
円
に
上
る
。携
帯
電
話
の
普

及
も
あ
り
、
そ
の
設
置
の
必
要
性
の

有
無
を
地
域
な
ど
と
も
協
議
、
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　

②�

古
丹
生
活
館
・
コ
タ
ン
共
同
浴
場
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
、道
と
の
協
議
経

過
や
地
域
要
望
、今
後
の
課
題
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。国
や
道
な
ど
関
係

機
関
と
協
議
の
上
、
早
期
に
施
設
整

備
事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

　

③�

ウ
タ
リ
住
宅
貸
付
資
金
に
つ
い
て
、

貸
し
付
け
状
況
や
償
還
状
況
、
物
件

の
現
況
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。

　

④�

旧
和
琴
博
物
館
か
ら
の
購
入
資
料
の

う
ち
、ア
イ
ヌ
資
料
は
展
示
・
公
開
さ

れ
て
い
る
が
、
所
蔵
し
て
い
る
植
物

標
本
や
昆
虫
標
本
な
ど
の
中
で
展
示

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
精
査
の
上
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
展
示
・
活

用
さ
れ
る
よ
う
望
む
。

　


契
約
金
額
／
１
億
２
千
４
２
０
万
円

※�

工
期
は
５
件
と
も
、
契
約
締
結
の
翌
日

か
ら
平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
。

損　

害　

賠　

償

　

美
里
５
丁
目
に
お
い
て
、
本
町
職
員
が

公
住
敷
地
か
ら
公
用
車
を
後
進
さ
せ
た
際
、

信
号
待
ち
の
た
め
停
車
し
て
い
た
車
輌
と

接
触
し
、前
部
バ
ン
パ
ー
な
ど
を
損
傷
さ
せ

た
こ
と
に
よ
り
、損
害
を
賠
償
す
る
も
の
。

　

賠
償
額
は
全
国
自
治
協
会
公
有
物
件
災

害
共
済
の
適
用
を
受
け
、
全
額
給
付
を
受

け
る
。


損
害
賠
償
額
／
14
万
７
千
５
８
８
円

条
例
の
一
部
改
正

◎�

弟
子
屈
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
37
号
）

　

国
民
健
康
保
険
法
お
よ
び
地
方
税
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
保
税
の
課

税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
改
正
。後
期
高

齢
者
医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴

い
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
14
万
円
か

ら
16
万
円
に
、
介
護
納
付
金
分
を
12
万
円

か
ら
14
万
円
と
す
る
も
の
。ま
た
、中
低
所

得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
軽
減
判
定
所

得
の
基
準
額
を
引
き
上
げ
、
２
割
軽
減
お

よ
び
５
割
軽
減
の
拡
大
を
図
る
も
の
。

議長会関係

　４月10日　　　　　釧路町村議会議長会会計監査
　５月13日　　　　　�釧路町村議会議長会５月定例会
　５月16日　　　　　�道東４支庁管内町村議会議長会連絡協議会
　５月26～28日　　　第3９回町村議会議長・副議長研修会（東京都）
　６月５～６日　　　北海道町村議会議長会第65回定期総会（札幌市）

委員会関係

　３月27日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月10日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月15日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月28日　　　　　文教厚生常任委員会
　５月20日　　　　　文教厚生常任委員会所管事務調査
　６月２日　　　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　３月26日　　　　　�平成26年第１回釧路公立大学事務組合議会３月定例会
　５月23日　　　　　�平成26年第１回釧路北部消防事務組合議会臨時会
　　　　　　　　　　�平成26年第１回川上郡衛生処理組合議会臨時会

その他

　３月17日　　　　　平成25年度弟子屈町教育関係者合同送別会
　３月20日　　　　　平成25年度弟子屈町スポーツ表彰授賞式
　３月26日　　　　　平成25年度川湯保育園卒園式
　３月27日　　　　　平成25年度おひさま保育園卒園式
　３月31日　　　　　平成26年４月１日付人事異動に伴う辞令交付
　４月２日　　　　　摩周湖農業協同組合第1４回通常総会
　　　　　　　　　　平成26年度川湯保育園入園式
　４月９日　　　　　平成26年度弟子屈町教育関係者合同歓迎会
　４月21日　　　　　平成26年度弟子屈町役場管理職会歓迎会
　４月22日　　　　　平成26年度ＮＰＯ法人ましゅうの里定期総会
　４月25日　　　　　道道屈斜路摩周湖畔線開通安全祈願祭
　５月９日　　　　　201４年原水爆禁止国民平和大行進訪問対応
　５月10日　　　　　平成26年度自由民主党北海道第７選挙区支部定期大会
　５月12日　　　　　�町立養護老人ホーム倖和園新築工事ならびに特別養護老人ホーム摩

周移転新築工事地鎮祭
　５月16日　　　　　平成26年度弟子屈町商工会通常総会
　５月1９日　　　　　てしかがえこまち推進協議会平成26年度定期総会
　５月2４～25日　　　道州制問題を考える緊急集会（札幌市）
　５月26日　　　　　阿寒国立公園指定80周年記念シンポジウムならびにレセプション
　５月28日　　　　　弟子屈町議会ＯＢ会総会に伴う懇親会
　５月30日　　　　　補給艦「ましゅう」艦上昼食会および入港歓迎レセプション
　５月31日　　　　　補給艦「ましゅう」安全祈願祭および歓迎昼食会
　６月８～９日　　　札幌弟子屈会第56回総会（札幌市）

議長会関係

　４月10日　　　　　釧路町村議会議長会会計監査
　５月13日　　　　　�釧路町村議会議長会５月定例会
　５月16日　　　　　�道東４支庁管内町村議会議長会連絡協議会
　５月26～28日　　　第3９回町村議会議長・副議長研修会（東京都）
　６月５～６日　　　北海道町村議会議長会第65回定期総会（札幌市）

委員会関係

　３月27日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月10日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月15日　　　　　議会広報編集特別委員会
　４月28日　　　　　文教厚生常任委員会
　５月20日　　　　　文教厚生常任委員会所管事務調査
　６月２日　　　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　３月26日　　　　　�平成26年第１回釧路公立大学事務組合議会３月定例会
　５月23日　　　　　�平成26年第１回釧路北部消防事務組合議会臨時会
　　　　　　　　　　�平成26年第１回川上郡衛生処理組合議会臨時会

その他

　３月17日　　　　　平成25年度弟子屈町教育関係者合同送別会
　３月20日　　　　　平成25年度弟子屈町スポーツ表彰授賞式
　３月26日　　　　　平成25年度川湯保育園卒園式
　３月27日　　　　　平成25年度おひさま保育園卒園式
　３月31日　　　　　平成26年４月１日付人事異動に伴う辞令交付
　４月２日　　　　　摩周湖農業協同組合第1４回通常総会
　　　　　　　　　　平成26年度川湯保育園入園式
　４月９日　　　　　平成26年度弟子屈町教育関係者合同歓迎会
　４月21日　　　　　平成26年度弟子屈町役場管理職会歓迎会
　４月22日　　　　　平成26年度ＮＰＯ法人ましゅうの里定期総会
　４月25日　　　　　道道屈斜路摩周湖畔線開通安全祈願祭
　５月９日　　　　　201４年原水爆禁止国民平和大行進訪問対応
　５月10日　　　　　平成26年度自由民主党北海道第７選挙区支部定期大会
　５月12日　　　　　�町立養護老人ホーム倖和園新築工事ならびに特別養護老人ホーム摩

周移転新築工事地鎮祭
　５月16日　　　　　平成26年度弟子屈町商工会通常総会
　５月1９日　　　　　てしかがえこまち推進協議会平成26年度定期総会
　５月2４～25日　　　道州制問題を考える緊急集会（札幌市）
　５月26日　　　　　阿寒国立公園指定80周年記念シンポジウムならびにレセプション
　５月28日　　　　　弟子屈町議会ＯＢ会総会に伴う懇親会
　５月30日　　　　　補給艦「ましゅう」艦上昼食会および入港歓迎レセプション
　５月31日　　　　　補給艦「ましゅう」安全祈願祭および歓迎昼食会
　６月８～９日　　　札幌弟子屈会第56回総会（札幌市）
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　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない

児童を養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立を助

け、児童の福祉の増進を図るために手当を支給する制度です。

１　�受給資格者の収入から給与所得控除などを控除し、養育費の８
割相当額を加算した所得額と上記の額を比較して、全部支給、一
部支給、支給停止のいずれかに決定されます。

２　�所得税法に規定する老人控除対象配偶者、老人扶養親族または
特定扶養親族がある場合は、上記の額に次の額を加算。

　⑴本人の場合
　　①老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき10万円
　　②特定扶養親族１人につき15万円
　⑵�孤児などの養育者、配偶者および扶養義務者の場合は、老人扶養
親族１人につき６万円

３　�扶養親族等が６人以上の場合には、１人につき38万円（扶養親族
などが２の場合にはそれぞれ加算）を加算した額

　身体や精神に障がいのある満20歳未満の児童につい

て、児童の福祉の増進を図るための制度です。

　住所地の市町村で認定請求（関係書類を添付）の手続きをして、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、前年

の所得が一定額以上の場合は、その年度（８月～翌年７月まで）は、手当の全部または一部が支給停止されます。また、対象児童

が公的年金を受けることができたり、福祉施設に入所しているときなどは、手当が受けられない場合があります。

※障害基礎年金に限り、子の加給と児童扶養手当を選択できる場合があります。

特別児童扶養手当

   問い合わせ先

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
　１９
　５７
　９５
１３３
１７１
２０９

万円
２３６
２７４
３１２
３５０
３８８
４２６

万円
１９２
２３０
２６８
３０６
３４４
３８２

孤児などの養育者、
配偶者、扶養義務者の
所 得 制 限 限 度 額

本　　　人
全 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

一 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
４５９．６
４９７．６
５３５．６
５７３．６
６１１．６
６４９．６

万円
６２８．７
６５３．６
６７４．９
６９６．２
７１７．５
７３８．８

所　　　　得　　　　額

受　　給　　者 配偶者および養育者

ご存じですか？

所得制限限度額は次のとおりとなります。（年によって変わる場合もあります）

受給資格者（手当を受ける資格のある方）

手当を受ける手続き

所得制限限度額

児童扶養手当について／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

特別児童扶養手当について／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

児 童 扶 養 手 当

手当の金額（月額）

▼児童１人の場合

　全額支給／41,020円・一部支給／41,010～9,680円

▼児童２人以上の加算額

　２人目／5,000円・３人目以降１人につき3,000円

▼１級該当児童１人につき49,900円

▼２級該当児童１人につき33,230円

　次の条件に当てはまる18歳到達後の最初の３月31日までの児

童を扶養している父（母）や、父（母）に代わってその児童を養育し

ている方に支給されます。児童が心身に中程度以上の障がいがあ

る場合は、20歳未満まで手当が受けられます。

　① 父母が離婚した後、父（母）と生計を同じくしていない児童

　②父（母）が死亡した児童

　③ 父（母）が一定の障がいの状態にある児童

　④父（母）の生死が明らかでない児童

　⑤父（母）から引き続き１年以上遺棄されている児童

　⑥父（母）が引き続き１年以上拘禁されている児童

　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童

　⑧父（母）が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童

　身体や精神に障がい（１級・２級）のある児童の父、も

しくは母、または父母に代わって児童を養育している

方に手当が支給されます。

総合サービス室
総合案内窓口
は

役場の です

どうぞお気軽にご利用ください

問い合わせ先／役場環境生活課総合サービス室☎４８２‐２９３４（課直通）

町に住民登録のある方は窓口でパスポートの申請・受け取りができます!!
申請書は窓口にありますので必要な方はお申し出ください

 申請書と申請書記入例をお持ち帰りいただき、後日、必要書類などと一緒に提出していただいても構いません。

 窓口で記入・申請される方は、下記の書類などをご持参ください。

申請に必要な書類

 戸籍謄本または戸籍抄本（申請日前６カ月以内に発行されたもの）

※有効期限内のパスポートをお持ちの方は、戸籍謄本・抄本の代わりにパスポートをお持ちください。

 パスポート用写真（不適当な写真の場合は、撮り直しをお願いします）

 本人確認書類（原本で有効期限内のもの）

 印鑑（訂正事項があった場合などに必要になります）

代理提出について

 申請者本人の「申請に必要な書類」一式のほかに、代理人の方の本人確認書類（原本）と印鑑が必要です。

 代理提出の場合でも、申請者の「本人確認書類」は必ず原本をお持ちください。

 申請書の代理提出はできますが、パスポートの受け取りは代理人の方ではできません。

申請受け付け　間もなく終了!!

臨 時福祉給付金
子 育て世帯臨時特例給付金

　広報てしかが５月号・７月号でもお知らせしていましたが「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」の申請受
付期間は、８月20日㈬までです。
　期間を過ぎると受理されませんので、対象となる方は忘れずに申請してください。

▼支給対象者は次に該当する方です
　①臨時福祉給付金
　　�平成26年度分町民税が非課税の方（ただし、生活保護受給者と、ご自身を扶養している方が課税されている場合
は対象外）１人につき10,000円（老齢基礎年金などの受給者には5,000円を加算）を給付。

　②子育て世帯臨時特例給付金
　　�平成26年１月分の児童手当・特例給付を受給し、平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満の方に、対象児

童１人につき10,000円を給付。

※申請は役場福祉こども課・川湯支所で受け付けています。

問い合わせ先／役場福祉こども課☎４８２‐２９２１（課直通）
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　平成26年度も、住宅用太陽光発電システム設置に対する補助を行っています。ぜひ、ご活用ください。詳しくは、役

場環境生活課までお問い合わせください。

▼対象となる方

　 町内に住民登録をしている（または登録予定の）方。

　 自ら居住する町内の住宅（併用住宅を含む）に新たに住宅用太陽光発電システムを設置する、またはシステム付き

住宅を購入する方。

　町税を滞納していない方。

　 町外事業者が工事を施工する場合は、町内事業者が建設工事または電気工事に携わること。

▼対象システム

　住宅の屋根などへの設置に適した、低圧配電線と逆潮流有りで連係し、かつ未使用のもの。

　　※システム付き住宅購入の場合の「未使用」…居住実績、連係実績共にない場合。

　電力会社と電気需給契約を締結していること。

▼補助額

　太陽電池の最大出力値（小数点以下２位未満四捨五入）に３万円を乗じた額（千円未満の端数は切り捨て）。ただし、最大

５kWとします。　例）最大出力3.553kWの場合／3.55kW×30,000円＝106,500円→（千円未満切り捨て）→106,000円

▼申し込み方法

　 交付申請書類一式をご持参の上、役場環境生活課までお越しください。申請書類は同課にあるほか、町のホーム

ページ（https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/02sougou/35kankyou/05solar.html）からもダウンロードでき

ます。

　 補助金交付申請は必ず、設置工事の着手前、またはシステム付き住宅の取得前に行ってください。

水質基準値 備　考検 査 項 目 測定結果単位
検出されないことアルキル水銀　 不検出ｍｇ/Ｌ
0.0005以下総水銀 0.0005未満ｍｇ/Ｌ2
0.01以下カドミウム 0.001未満ｍｇ/Ｌ3
0.01以下鉛 0.005ｍｇ/Ｌ4
0.05以下六価クロム　 0.005未満　ｍｇ/Ｌ5
0.01以下ヒ素 0.002ｍｇ/Ｌ6

検出されないこと全シアン 不検出ｍｇ/Ｌ7
0.01以下セレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ8
0.03以下トリクロロエチレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ9
0.01以下テトラクロロエチレン 0.0005未満ｍｇ/Ｌ10
0.02以下ジクロロメタン 0.002未満ｍｇ/Ｌ11
0.002以下四塩化炭素　 0.0002未満ｍｇ/Ｌ12
0.004以下1,2-ジクロロエタン 0.0004未満ｍｇ/Ｌ13
0.1以下1,1-ジクロロエチレン 0.002未満ｍｇ/Ｌ14
0.04以下シス-1,2-ジクロロエチレン 0.004未満ｍｇ/Ｌ15
１以下1,1,1-トリクロロエタン 0.001未満ｍｇ/Ｌ16
0.006以下1,1,2-トリクロロエタン 0.0006未満ｍｇ/Ｌ17
0.002以下1,3-ジクロロプロペン 0.0002未満ｍｇ/Ｌ18
0.01以下ベンゼン 0.001未満ｍｇ/Ｌ19

検出されないことポリ塩化ビフェニル　 不検出ｍｇ/Ｌ22
0.006以下チウラム 0.0006未満ｍｇ/Ｌ23
0.003以下シマジン 0.0003未満ｍｇ/Ｌ24
0.02以下チオベンカルブ 0.002未満ｍｇ/Ｌ25
１以下ダイオキシン類 0.59pg-ＴＥＱ26

揮発性有機
化　合　物

重金属類など

1

農 薬 な ど問い合わせ先

役場環境生活課環境係

☎４８２‐２９３４（課直通）

　美留和一般廃棄物処理場では、
有害項目の水質検査（第１回目）
を実施したので、結果をお知ら
せします。
　検査結果は法定基準値以内で
あり、異常はありませんでした。
　水質検査は年２回実施します。
次回も検査終了後、広報紙でお
知らせします。

地下水の水質検査結果

美留和
処理場 水質検査結果のお知らせ

防災ワンポイントコーナー

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

災害発生時に備えて
　役場では７月４日、町職員を対象とした防災訓練（非常登庁
訓練）を行いました。
　訓練は昨年に続いて２回目で、職員の即応能力を確認する
ために、前回同様、実施日時を予告せずに実施。町職員128人
を対象に、硫黄山（アトサヌプリ）が小噴火する可能性が高い
と気象台から情報を受け、德永町長が同日６時「第３種非常
勤務体制」への移行を決定したという想定で、全職員を登庁さ
せました。
　６時45分に災害対策本部会議を開催。德永町長は、硫黄山
の噴気孔の状況と、今後予想される現象を出席者に伝達する
とともに「現状を分析して、今後の対策を検討すること」と命
令を出しました。
　その後、一度訓練を終了し、全員参加による防災講話と災
害対策検討会を行いました。さらに、道庁危機管理局から支
援講師として派遣していただいた、同局上段貞二危機対策指
導員から、現在も毎日噴火を繰り返している鹿児島県・桜島の
噴火の状況と防災対策について講義を受けました。
　訓練終了後、德永町長は「本町では、10年前の暴風雪で車両
50台以上が孤立して、その救出と炊き出しを行ったことがあ
る。過去には屈斜路地震などの地震災害もあり、今後は硫黄
山噴火に関する防災対策もしっかり検討しなければならな
い。役場の職員が災害発生時に何をするのかをしっかり理解することが重要である」と講評を行いました。
　今後も町では、毎年、職員の召集訓練を実施する予定です。また10月には、防災関係機関と共に防災実動訓練を行い
ます。訓練の詳細については、あらためてお知らせします。
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園児の安全を第一に
　弟子屈町保育士連絡協議会が７月３日、役場総務課防
災対策専門官を講師に招いて防災研修を行いました。
　同協議会は、町立おひさま・川湯両保育園の保育士18人
で構成。毎年テーマを決めて研修を行っています。
　これまで度々、暴風雪や大雨・台風の際の園の運営に苦
心していました。しかし昨年からは、役場から気象情報の
通報を早期に受けることにより、休園・早退などの対応決
定が可能に。そのような経緯から今年度は、本町で起こり
得る災害の種類と被害程度、災害時に園児を守るための
対策などに関する研修会を行うことにしたものです。
　全部で３回実施し、３回目には机上訓練も行う予定です。

　町では、このように、自治会だけではなく学校や施設、機関などに対しても防災講話や防災訓練を行っています。ご
希望の時期と場所に講師を派遣しますので、お気軽にご連絡ください。
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申し込み・問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

　平成26年度も、住宅用太陽光発電システム設置に対する補助を行っています。ぜひ、ご活用ください。詳しくは、役

場環境生活課にお問い合わせください。

▼対象となる方

　 町内に住民登録をしている（または登録予定の）方。

　 自ら居住する町内の住宅（併用住宅を含む）に新たに住宅用太陽光発電システムを設置する、またはシステム付き

住宅を購入する方。

　町税を滞納していない方。

　 町外事業者が工事を施工する場合は、町内事業者が建設工事または電気工事に携わること。

▼対象システム

　住宅の屋根などへの設置に適した、低圧配電線と逆潮流有りで連係し、かつ未使用のもの。

　　※システム付き住宅購入の場合の「未使用」…居住実績、連係実績共にない場合。

　電力会社と電気需給契約を締結していること。

▼補助額

　太陽電池の最大出力値（小数点以下２位未満四捨五入）に３万円を乗じた額（千円未満の端数は切り捨て）。ただし、最大

５kWとします。　例）最大出力3.553kWの場合／3.55kW×30,000円＝106,500円→（千円未満切り捨て）→106,000円

▼申し込み方法

　 交付申請書類一式をご持参の上、役場環境生活課にお越しください。申請書類は同課にあるほか、町のホーム

ページ（https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/02sougou/35kankyou/05solar.html）からもダウンロードでき

ます。

　 補助金交付申請は必ず、設置工事の着手前、またはシステム付き住宅の取得前に行ってください。

0.05以下1,4-ジオキサン 0.005未満ｍｇ/Ｌ20
0.002以下塩化ビニルモノマー 0.0002未満ｍｇ/Ｌ21
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①応援中に思わず笑みが（6/15美留和小学校）／②お父さんやお母さんと一緒
でうれしい（6/15奥春別森の保育園）／③ゴール目指して全力疾走（6/8弟子屈
中学校）／④心を一つに横棒リレー（6/7川湯中学校）／⑤息を合わせてチーム
対抗の大縄跳び（6/15奥春別小学校）／⑥こん身の力を込めて綱引き（6/21川湯
小学校）／⑦親子で楽しく棒リレー（7/6摩周丘幼稚園）／⑧珍プレー続出の親
子競技（6/21川湯保育園）／⑨徒競走では友達もライバル（6/7川湯中学校）／⑩
組体操で練習の成果を披露（6/22弟子屈小学校）／⑪全校児童５人が手を取り
合って（6/15昭栄小学校）／⑫楽しい親子競技に観客から声援も（6/21川湯小学
校）／⑬お遊戯上手でしょ？（7/6摩周丘幼稚園）／⑭白熱の騎馬戦（6/22弟子屈
小学校）／⑮全校児童での大玉送り（6/22弟子屈小学校）／⑯競技にも応援にも
熱が入る（6/8弟子屈中学校）／⑰負けるもんか！気合の玉入れ（6/21和琴小学校）

　６月７日から７月６日にかけて、

町内各小・中学校と川湯保育園、奥春

別森の保育園、摩周丘幼稚園で、運動

会・体育大会が行われました。

　子どもたちは元気いっぱい！お父

さんやお母さんなどが見守る中、日

ごろの練習成果を発揮。各会場とも、

熱い声援が飛び交いました。

※�おひさま保育園の運動会の様子については、
終了後にご紹介します。

弾ける笑顔

飛び散る汗

湧き上がる歓声

運動会★体育大会
21

① ② ③ ④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫

⑬ ⑭

⑮

⑯ ⑰
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摩周の里 夏まつり
摩周の里 夏まつりが７月12、13の両日、役場前駐車場で開催されました。

同実行委員会が主催したもので、今年で４回目。町民有志の皆さんが中心となっ

て、多彩なイベントを企画しました。

12日はゲームやカラオケなどのイベントのほか、弟子屈小学校・弟子屈中学校・弟

子屈高校の吹奏楽、摩周蝦夷太鼓保存会、ＰＬバトントワラー弟子屈教室・Ｉ＆Ｍ

バトンスタジオ・アイランドバトンクラブの発表が行われました。

13日は恒例となった第19回全道摩周玉入れ選手権大会が行われ、熱戦が繰り広げ

られました。

なつ　祭り　いろいろ

缶蹴りゲームに夢中

　毎年恒例となった「子どもフェスティバ
ル」を、９月に開催します。
　今年も、北海道教育大学釧路校の先生
と学生の皆さんが遊びに来てくれること
になりました。
　子どもたちはもちろん、お父さんやお
母さんも一緒に楽しみませんか？皆さん
のご来場をお待ちしています！

▼日時／９月６日㈯　10時〜14時

▼場所／町公民館

▼内容
�折り紙＆ペーパークラフト　　伝承遊び　　手作りおやつ　　ネイチャークラフト
乳幼児コーナー　　北海道教育大学釧路校によるコーナー　　その他
歯ピカ表彰式（13:30〜）
　※�対象者の方には、健康推進課健康推進係から事前にご案内します。
　当日は、バス・ワゴン車での送迎を行います。（事前の申し込みが必要です）
　�乗車希望の方は、乗車時間や停留所などを子どもフェスティバル実行委員
会にお問い合わせください。

�みんな集まれ！

楽しいイベントがいっぱいだよ！

１日遊んでいく方

は、お弁当を持って

きてくださいね。冷

たい麦茶（無料）は用

意してあります。

昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

第53回弟高祭が、７月12日から13日にかけて開催されました。

今年のテーマ「Milky Way」のもと、パレードや摩周の里夏まつり

でのアトラクション披露、各クラスごとに趣向を凝らしたホー

ムルームスペース、委員会や部活動の展示などが行われました。

第53回弟高祭

問い合わせ先／弟子屈町子どもフェスティバル実行委員会☎４８２‐５６６７（役場福祉こども課子育て推進係）

弟子屈町農業委員会委員

　新しい弟子屈町農業委員会委員を、次のとおりお知らせします。（敬称略）
　任期は、平成26年７月20日から平成29年７月19日までの３年間です。

氏　名 住　所
塩　沢　稔　宏 弟子屈原野40線東19番地10
阪　口　正　明 奥春別373番地２
吉　田　　　滋 弟子屈49番地529
上　西　　　透 屈斜路266番地４
芳　賀　正　美 美留和324番地４
元　山　義　久 熊牛原野82番地２
新　木　　　栄 別433番地
中　澤　正　則 弟子屈原野907番地１
平　岡　清　一 跡佐登原野68線79番地１

氏　名 住　所
吉　田　良　文 札友内204番地５
中　澤　美喜雄 別224番地
髙　橋　正　秀 屈斜路386番地37

推薦元
摩周湖農業協同組合
釧路地区農業共済組合
弟子屈町議会

１　選挙による委員

２　選任による委員

※�平成26年７月６日執行の弟子屈町農業委員会委員選挙の期日の告示があった日に届出のあった候補者の総数が、選挙すべき農
業委員会の選挙による委員の数を超えなかったので、投票は行いませんでした。

問い合わせ先／弟子屈町選挙管理委員会事務局（役場総務課総務係）☎４８２‐２１９１（内線３０６）

22

ぞろ目を目指すサイコロゲーム Ｉ＆Ｍバトンスタジオのかわいい子どもたち 猛暑の中の玉入れ

ＰＬバトントワラー弟子屈教室の華麗な演技 迫力ある演奏 摩周蝦夷太鼓 子どもの部優勝の摩周ジャガーズ６年

弟子屈小学校吹奏楽部の皆さん 弟子屈中学校吹奏楽部の皆さん

白
熱
の
試
合
に

観
客
も
大
盛
り
上
が
り
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今
年
の
４
月
こ
ろ
か
ら「
健
康
診
断

の
基
準
範
囲
が
広
が
る
」と
い
う
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
日
本
人
間
ド

ッ
ク
学
会（
以
下
、
学
会
）が
４
月
４
日

に
発
表
し
た『
新
た
な
基
準
範
囲
』を
受

け
た
も
の
で
す
。

　

内
容
の
一
部
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
左
下
の
表
参
照
）

　
「
健
康
診
断
の
基
準
っ
て
厳
し
い
か

ら
、
健
診
で
ひ
っ
か
か
っ
て
も
病
院
で

は
何
と
も
な
い
と
言
わ
れ
る
し
…
。基

準
が
緩
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
～
」と
思

っ
た
方
、
安
心
す
る
の
は
ま
だ
早
い
で

す
よ
！
こ
の『
新
た
な
基
準
範
囲
』に
は
、

各
関
係
機
関
か
ら
疑
問
・
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。５
月
に
行
わ
れ
た
総

合
健
診
の
結
果
説
明
会
で
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。学

会
は『
新
た
な
基
準
範
囲
』に
つ
い
て
一

部
誤
解
を
招
く
表
現
が
あ
っ
た
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
追
加
の
説
明
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
『
新
た
な
基
準
範
囲
』に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
ま
で
健
康
診
断
の
基
準
範
囲
は
、

今月の保健師

石間��のどか�さん

  

血
圧
が
高
く
て
も「
健
康
な
人
」
？

検
査
す
る
機
関
で
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

学
会
は
、
そ
れ
ら
を
統
一
す
る
た
め
の

第
１
歩
と
し
て
、
大
規
模
な
調
査
を
実

施
。人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
約
１
５

０
万
人
の
中
か
ら「
飲
酒
は
ビ
ー
ル
１

本
以
下
」「
喫
煙
を
し
な
い
」な
ど
の
基
準

を
全
て
ク
リ
ア
し
て
い
る
人
を
抽
出

し
、そ
の
検
査
値
を
元
に『
新
た
な
基
準

範
囲
』を
出
し
ま
し
た
。つ
ま
り『
新
た
な

基
準
範
囲
』と
は「
学
会
が
認
め
た
健
康

人（
以
下
健
康
人
）」の「
検
査
値
」を
示
し

た
だ
け
で『
新
し
い
判
定
基
準
』で
は
な

い
の
で
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
今
回
の
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
て
は
疑
問
が
残
り
ま
す
ね
。

「
健
康
人
」な
ら
ば
血
圧
が
正
常
で
あ

る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
血
圧
が

正
常
だ
か
ら
と
い
っ
て「
健
康
人
」と

は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

今
の
自
分
の
検
査
値
が『
新
た
な

基
準
範
囲
』内
だ
か
ら
と
い
っ
て
、簡

単
に
安
心
し
た
り
、
病
院
に
か
か
ら

な
く
て
い
い
、
薬
を
飲
ま
な
く
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

の
で
す
。『
新
た
な
基
準
範
囲
』に
つ
い

て
は
、
こ
の
先
少
な
く
と
も
５
年
間

は「
健
康
人
」を
追
跡
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
妥
当
性
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.ningen

-dock.jp/
）に
原
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
参
照

く
だ
さ
い
。ま
た
、ご
自

分
の
健
診
結
果
で
聞
き

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
ね
。

　

健
康
管
理
は
、
自
分

の
カ
ラ
ダ
を
知
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。９
～

10
月
の
総
合
健
診
の
案

内・申
し
込
み
は
、今
月

の
広
報
に
折
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３

　

５（
課
直
通
）ま
で
。

野菜をもぉ～っと食べましょう！
お手軽野菜料理レシピ

鶏しょうが焼き入りサラダ

【材料（２人分）】

鶏もも肉　　　　　　　　　　　１枚（皮なし）
みりん・しょうゆ　　　　　　　 各大さじ１
酒　　　　　　　　　　　　　　大さじ２
おろししょうが　　　　　　　　小さじ２くらい
油　　　　　　　　　　　　　　小さじ１
レタス　　　　　　　　　　　　３枚
ニンジン　　　　　　　　　　　３㎝
キュウリ　　　　　　　　　　　１本
玉ネギ　　　　　　　　　　　　1/6個
【作り方】

①�レタスは手でちぎり、ニンジンとキュウリは千切
り、玉ネギは薄切りにする。鶏肉は、余分な油を取っ
てから大きめの一口大に切る。

②�フライパンを熱して油を入れ、鶏肉を焼く。火が通
り、焼き色が付いたら、調味料とおろししょうがを
加えてさっとからめる。

③�器に野菜を盛りつけ、上に鶏肉を乗せ、炒めた汁を
かける。

豚肉と野菜のピカタ風焼き

【材料（２人分）】

豚こま切れ肉　　　　　　　　　120g
塩・こしょう　　　　　　　　　 各少々
ホウレンソウ　　　　　　　　　１袋
キャベツ　　　　　　　　　　　大２枚
卵　　　　　　　　　　　　　　２個
ごま油　　　　　　　　　　　　適量
【作り方】

①�豚肉は塩・こしょうをしてさっと炒め、火を通す。ホ
ウレンソウは、ゆでて水気を絞り、食べやすい長さ
に切る。キャベツは、ゆでて細く切る。卵は溶く。

②�フライパンを熱して、ごま油を入れる。卵の1/4量を
丸くなるように流し入れ、その上に豚肉とホウレン
ソウ、キャベツを並べるように乗せる。卵が固まっ
てきたら、ひっくり返して焼く。残りも同じように
焼く。

そばめし

【材料（２人分）】

ゆでそば　　　　　　　　　　　１玉
（200gくらい）

ご飯　　　　　　　　　　　　　茶わん１膳
（160gくらい）

白菜キムチ　　　　　　　　　　70g
ピーマン　　　　　　　　　　　３〜４個
油　　　　　　　　　　　　　　大さじ１くらい
ツナ　　　　　　　　　　　　　１缶（80g入り）
コチュジャン　　　　　　　　　小さじ１〜２

（朝鮮料理に使う唐辛子みそ）
【作り方】

①�そばは３〜４㎝くらいに切る。キムチは細切り、
ピーマンは種を取り細切りにする。

②�フライパンを熱して油を入れ、キムチとピーマン、
ツナ（汁ごと）を入れて炒める。

③�ピーマンがしんなりしたら、そばとごはんを入れて
炒める。仕上げにコチュジャンを入れて混ぜ、皿に
盛り付ける。

根菜と野菜のカレー風味サラダ

【材料（２人分）】

ゴボウ　　　　　　　　　　　　1/3本
ニンジン　　　　　　　　　　　３㎝
キュウリ　　　　　　　　　　　１本
枝豆（ゆでたもの）　　　　　　　ひとつかみ
ハム　　　　　　　　　　　　　２枚
　　マヨネーズ　　　　　　　　大さじ１〜２
　　プレーンヨーグルト　　　　大さじ１〜２
　　カレー粉　　　　　　　　　小さじ1/2くらい
　　塩・こしょう　　　　　　　 各少々
【作り方】

①�ゴボウは縦半分に切ってから薄く斜めに切り、さっ
とゆでる。ニンジンもゴボウと同じくらいの大きさ
に切って、さっとゆでる。キュウリも同じくらいの
大きさに切る。枝豆はさやから出して、薄皮を取る。
ハムは千切りにする。

②�Ａを混ぜ合わせ、水気を切った①をあえる。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

{Ａ

現行 新たな基準範囲

ＢＭＩ 18.5～25
男性／下限18.5 上限27.7
女性／下限18.6 上限26.1

血圧
収縮期 130未満
拡張期  85未満

収縮期 上限147
拡張期 上限 94

中性脂肪 150未満 男性／上限198　女性／上限134

ＬＤＬ（悪玉）
コレステロール

120未満

男性／上限178 　　　　
　　　30～44歳 上限152
女性　45～64歳 上限183
　　　65～80歳 上限190

空腹時血糖 100未満 男性／上限114　女性／上限106

ＨｂＡ１ｃ
（ＮＧＳＰ）

5.5未満

男性／上限6.03 　　　　
　　　30～44歳 上限5.83
女性　45～64歳 上限6.03
　　　65～80歳 上限6.20

（

（
 　　　ならば

健康人 ⇒ 『新たな基準範囲』内の可能性があるが
  　　　　　　　　　　　ならば

『新たな基準範囲』内 ⇒ 健康人　
　　　　　　　　　　  というわけではない!!

河
かわ

上
かみ
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士
と

 ちゃん髙
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畑
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も
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か
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浅
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ゆう

陽
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 ちゃん吉
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田
だ
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晟
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越
こし

　優
ゆう

哉
や

 ちゃん阿
あ

部
べ

 ひかり ちゃん

下
しも

谷
や

　丞
じょう

 ちゃん菅
すが

原
わら

　百
も

音
ね

 ちゃん江
え

畑
ばた

　咲
さ

季
き

 ちゃん福
ふく

原
はら

　佑
ゆう

翔
と

 ちゃん
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太
平
洋
戦
争
後
の
北
海
道
で「
二
本
の

箸
で
飯
を
喰く

う
の
は
そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う

に
い
る
が
、
一
本
の
筆
で
飯
を
喰
っ
て

い
る
の
は
更
科
だ
け
だ
」と
い
う
こ
と
が

ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。現
在
で
も
、
詩
人
で
生
活
で
き
る
の

は
わ
ず
か
で
、
戦
後
の
日
本
は
み
ん
な

が
貧
し
か
っ
た
時
代
、
文
筆
だ
け
で
生

活
す
る
の
は
厳
し
か
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

更
科
は
、
北
海
道
の
風
物
や
地
誌
、
動

物
や
植
物
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
こ

と
に
も
筆
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
稿
第
26
回
で
紹
介
し
た『
北
海
道
繪え

本ほ
ん

』（
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
８
月
刊
）は
、

更
科
の
文
に
、
義
兄
弟
で
版
画
家
・
川
上

澄
生
の
挿
絵
を
添
え
て
北
海
道
の
風
物

を
書
い
た
も
の
で
、
出
版
社
を
替
え
て

発
行
さ
れ
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の
後「
続
」が
１
９
７
６

（
昭
和
51
）年
６
月
、「
続
々
」が
１
９
７
８

（
昭
和
53
）４
月
に
、そ
れ
ぞ
れ
挿
絵
と
な

る
版
画
家
の
作
品
を
変
え
て
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
こ
だ
わ
っ
た
テ
ー
マ
で

は
、
こ
の
ほ
か
に
朝
日
新
聞
北
海
道
版

に
掲
載
さ
れ
た「
豆
風
土
記
」が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
１
９
５
４（
昭
和
29
）年
９
月

１
日
か
ら
１
９
５
５（
昭
和
30
）年
８
月
31

日
ま
で
の
３
５
８
回
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た「
豆
地
誌
」は
、１
９
５
５
年
９
月
１

日
か
ら
１
９
５
８（
昭
和
33
）年
３
月
21
日

ま
で
７
０
６
回
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
郷
土
資
料
シ
リ
ー
ズ
〉は
、札
幌
中
央

放
送
局
放
送
部（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
内
部
資
料

（
非
売
品
）と
し
て
１
９
５
５
年
12
月
か
ら

作
ら
れ
ま
し
た
。更
科
は
同
シ
リ
ー
ズ

の
う
ち
、
第
７
号「
北
海
道
の
花（
春
）」（
１

９
５
６（
昭
和
31
）年
５
月
）・
第
11
号「
ア

イ
ヌ
の
楽
器
」・
第
16
号「
北
海
道
の
災
害

史
」・
第
20
号「
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
」・
第
22

号「
北
海
道
市
町
村
名
の
起
源（
そ
の
Ⅰ
）」

か
ら
第
25
号「
北
海
道
市
町
村
名
の
起
源

（
そ
の
Ⅳ
）」（
１
９
６
０（
昭
和
35
）年
２
月
）

ま
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
『
北
海
道
郷
土
暦
』（
１
９
５
５
年
12
月

刊
）は
、
札
幌
中
央
放
送
局
放
送
部
の
同

名
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
視
聴
者
に
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
更
科
が
監
修
と
原

稿
執
筆
を
し
て
、
同
局
が
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

更
科
は
、
依
頼
が
あ
っ
た
原
稿
の
筆

耕
料
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、
そ
の
大
半
は
、
仲
間
た
ち
と
ア
イ
ヌ

文
化
や
北
海
道
各
地
の
郷
土
誌
の
取
材

に
行
く
費
用
な
ど
に
な
っ
て
消
え
て
い

っ
た
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一本の筆で…

●更科源藏資料紹介

第
112
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1９0４（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1９85（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

「豆地誌」
朝日新聞北海道版
1９57年３月９日

「和寒（わっさむ）」

新 刊 案 内

ひんやり＆ぷるるん♪

見た目にも涼しげなお

やつが113品！ゼリー、

ムース、ババロア、シャ

ーベット…。

どれも冷蔵室や冷凍室

で冷やし固めるだけだ

から、とっても簡単！

毎日のおやつやおもて

なしにも大活躍!!

「�『
急
に
熱
が
出
た
』と
言
い
だ
す
女
の
本
音
」

絵
音
／
著

「
北
海
道
ツ
ー
リ
ン
グ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ガ
イ
ド
」

小
原　

信
好
／
編

「�

テ
キ
ヤ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
？
」

厚　
　

香
苗
／
著

「
科
学
の
罠
」

長
谷
川
英
祐
／
著

「�

は
じ
め
て
！
か
ん
た
ん
！
布
の
帽
子
」

中
嶌　

有
希
／
著

「
１
０
０
歳
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
笹
本
恒
子
」

東
京
新
聞
事
業
局
／
編

「�

海
う
そ
」

梨
木　

香
歩
／
著

「�

避
雷
針
の
夏
」

櫛
木　

理
宇
／
著

「�

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
絵
物
語
」

有
川　
　

浩
／
著

「�

ピ
ヨ
ピ
ヨ
は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
」

工
藤
ノ
リ
コ
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

主婦の友社／編

☆�

特
別
展
示『
み
ん
な
の
夏
休
み
お

す
す
め
本
２
０
１
４
』

　
「
平
成
26
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た
め

の
２
０
０
冊
」「
第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」の
中
か
ら
、図

書
館
所
蔵
の
図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
感
想
文
や
夏
の
読
書
に
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
８
月
31
日
㈰
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆�

図
書
館
用
バ
ッ
グ
の
ご
持
参
を

　
「
借
り
た
本
が
カ
バ
ン
に
入
り
切
ら
な
く

て
…
何
か
袋
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と
聞
か
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。お
手
持
ち
の
エ

コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
、
図
書
館
用
バ
ッ
グ
と
し

て
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
今
月
の
休
館
日

　

４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪

※ 

お
盆
の
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

「また作って！」って言われる
ひんやりおやつ１１３

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）  ☎４８３‐４１００  URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/
８月は8:00～17:00開館（無休）　８月２日㈯～17日㈰は開館時間を19:00まで延長！

　

今
月
は
、親

子
で
も
祖
父

母
や
孫
と
で

も
、グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
登

山
を
楽
し
め

る
コ
ー
ス
を

ご
紹
介
し
ま

す
。町
内
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
藻
琴
山
で
す
。

　

標
高
は
ジ
ャ
ス
ト
１
千
㍍
。屈
斜
路

カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
て
い
る
外
輪
山

の
中
で
、登
れ
る
山
と
し
て
は
最
高
峰

で
す
。山
頂

か
ら
は
雄

大
な
屈
斜

路
湖
を
望

む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ル
ー
ト

は
、ス
カ
イ

ラ
イ
ン
遊

～川湯の森から～

歩
道（
小
清
水
側
）と
登
山
道（
東
藻
琴

側
）、
両
方
を
つ
な
ぐ
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
コ
ー
ス
の
３
本
。い
ず
れ
も
、ス
タ

ー
ト
地
点
の
８
合
目
ま
で
車
で
上
が

れ
ま
す
。ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス

は
約
５
㌔
に
な
り
ま
す
が
、
遊
歩
道

は
片
道
約
２
㌔
、
登
山
道
は
片
道
約

１
㌔
。遊
歩
道
・
登
山
道
は
１
時
間
程

度
で
登
れ
る
の
で
す
。

　

藻
琴
山
は
歴
史
的
に
も
興
味
深
い

と
こ
ろ
で
す
。正
徳
２（
１
７
１
２
）年

に
発
行
さ
れ
た
、
日
本
初
の
百
科
事

典
と
も
い
わ
れ
る『
和わ

漢か
ん

三さ
ん

才さ
い

図ず

絵え

』

と
い
う
書
物
の
中
に「
薬く

す
り

カ
獄だ

け

」と
い

う
名
で
既
に
登
場
し
て
い
ま
す
。先

住
民
族
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
間
に
も

「
ト
ー
エ
ト
ク
シ
ペ
」と
い
う
ア
イ
ヌ

語
名
で
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。も

し
か
し
た
ら
、
自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　

出
発
前
に
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｃ
で
情
報
入

手
を
お
忘
れ
な
く
！

世代が交じっても楽しめる登山コース

山頂からのパノラマを楽しんでみては

屋外でも屋内でも
楽しもう！

　時間を気にせず、ゆっくり体験し

てみてください。

▼ガイドウォーク随時開催！

　スタッフの解説を聞きながら森

の中を歩けば、発見があるかも。

▼  クラフトコーナーで世界に一つ

だけの作品を作ろう！

　材料は用意してありますが、自然

素材集めから始めるのもおススメ。

▼折り紙で遊ぼう！

　北海道の野生動物を折ったり、アイ

ヌ文様の切り絵に挑戦してみよう。

▼じっくり読書！

　図書コーナーでは貸し出しもＯ

Ｋ。気になる本を見つけてみては？

親
子
で
工
作
に
挑
戦

「豆風土記」
朝日新聞北海道版
1９5４年12月22日

「雪道」

『北海道市町村名
の起源（そのⅡ）』
1９5９年５月刊（右）

『北海道郷土暦』
1９55年12月刊（左）
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町
教
育
委
員
会
主

催
の
地
域
づ
く
り
研

修
会
が
７
月
１
日
、

町
公
民
館
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
社

会
教
育
関
係
者
や
学
校
教
諭
、

町
職
員
な
ど
34
人
が
参
加
。「
社

会
教
育
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
北
翔
大
学
の
谷

川
松
芳
教
授
の
講
演
や
、
道
教

育
委
員
会
ネ
イ
パ
ル
砂
川
グ

ル
ー
プ
小
野
田
年
克
社
会
教
育
主
幹
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し

た
。谷
川
教
授
は「
住
民
の
自
主
性
を
高
め

る
社
会
教
育
活
動
が
、
地
域
づ
く
り
に
最

も
大
切
な
要
素
の
一
つ
」と
講
話
。グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
演
習
を
通
し
、
協
働
を
目

指
し
た
対
話
の
在
り
方
や
そ
の
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、町
文

化
賞
・
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
候

補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
各
賞
の
対
象

�

文
化
賞
／
科
学
・
芸
術
・
教
育

な
ど
を
通
じ
て
町
の
文
化

の
進
展
に
貢
献
し
、そ
の
事

績
が
顕
著
な
個
人
・
団
体
。

�

文
化
奨
励
賞
／
文
化
賞
に

該
当
し
な
い
が
、事
績
が
顕

著
で
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て

　

い
る
個
人
・
団
体
。

▼�

推
薦
締
め
切
り
／
８
月
29
日
㈮

▼�

発
表
／
10
月
26
日
㈰
開
催
の
弟
子
屈

町
総
合
文
化
祭
芸
能
発
表
会
の
席
上

で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直

通
）ま
で
。

「
生
き
が
い
講
座
」で
学
ん
で
い
ま
す

　

川
湯
学
級

で
は
７
月
11

日
、音
楽
に
親

し
む「
声
高
ら

か
に
！
」を
川

湯
農
村
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。坂
本
九
さ
ん
の
曲
を
歌
っ

た
り
、
タ
ン
バ
リ
ン
や
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
な

ど
の
楽
器
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
学
級
で
は
18
日
、
釧
路
市
動
物

園
や
道
新
総
合
印
刷
釧
路
工
場
、
釧
路
広

域
連
合
清
掃
工
場
を
見
学
。清
掃
工
場
で

は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
行

方
や
、
ご
み
の
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資

源
物
を
取
り
出
す
新
し
い
焼
却
処
理
技

術
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▼�

８
月
の
生
き
が
い
講
座
／
弟
子
屈
・
川

湯
学
級
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
親
睦
を

図
ろ
う
！
」合
同
室
内
運
動
会（
川
湯
青

少
年
会
館
）８
月
８
日
㈮

音楽を楽しんだ川湯学級

　

人
気
講
座「
摩
周
焼
陶
芸
」を
開
催
し
ま

す
。自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
９
月
１
日
㈪　

19
時
～
21
時

▼
場
所
／
町
公
民
館　

講
堂

▼�

講
師
／
摩
周
焼
窯
元　

森　

雅
子�

氏

▼
受
講
料
／
１
千
円（
教
材
費
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

▼�

制
作
作
品
／
受
講
者
の
自
由（
カ
ッ
プ
・

皿
・
茶
わ
ん
な
ど
）

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
27
日
㈬

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

公
民
館
講
座「
摩
周
焼
陶
芸
」

　

総
合
文
化
祭
展
示
部
門
の

一
般（
個
人
）展
示
作
品
を
、
広

く
募
集
し
て
い
ま
す
。日
頃
の

制
作
活
動
の
成
果
を
展
示
し

て
み
ま
せ
ん
か
。多
く
の
皆
さ

ん
の
出
展
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼�

応
募
締
切
日
／
８
月
29
日

㈮
❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

／
弟
子
屈
町
総
合
文
化
祭

　

�

実
行
委
員
会（
町
公
民
館
内
）☎
４
８
２

‐
２
３
４
０
ま
で
。

洋
裁
講
座
で
チ
ュ
ニ
ッ
ク
作
り

　

公
民
館
講
座「
洋
裁
講
座
」が
、７
月
７

日
・
14
日
の
２
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。高
橋
加
代
子

さ
ん
の
指
導
の
下
、17

人
が
チ
ュ
ニ
ッ
ク
作

り
の
基
礎
に
つ
い
て

受
講
。型
紙
取
り
や
縫

製
な
ど
、和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

公
民
館
講
座「
藻
琴
山

登
山
」が
７
月
５
日
に
行

わ
れ
、
25
人
が
参
加
し

ま
し
た
。昨
年
は
悪
天

候
で
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
絶
好
の

登
山
日
和
。摩
周
山
岳

協
会
の
皆
さ
ん
の
指
導

の
下
、
全
員
が
登
頂
し
ま
し
た
。頂
上
か

ら
見
る
屈
斜
路
湖
は
最
高
で
、
挑
戦
し
て

よ
か
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼�

平
成
26
年
度
中
学
校
体
育

大
会
第
35
回
北
海
道
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
８

月
１
日
か
ら
苫
小
牧
市
）古

川
出
海
、
佐
々
木
淑
吏
、
坂

田
岳
斗
、
嶋
津
堅
太
、
土
屋

柾
、
一
ノ
戸
真
由
、
渡
邊
華

　

�

加
、
桐
木
結
子
、
松
井
風
蕗（
以
上
弟
子

屈
中
学
校
３
年
）、松
田
翔
太（
同
２
年
）

▼�

平
成
26
年
度
中
学
校
体
育
大
会
第
４5

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技
大
会（
７

月
28
日
か
ら
千
歳
市
）山
崎
美
玖
、小
澤

寧
々
、小
家
山
春
、須
崎
理
子
、向
ひ
よ

り（
以
上
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）、
番
場

美
祐
、小
泉
七
海
、島
菜
々
佳（
以
上
同

２
年
）

▼�

平
成
26
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
35
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大
会

（
７
月
25
日
か
ら
函
館
市
）芝
田
遥
夏
、

（
弟
子
屈
中
学
校
２
年
）、
德
永
雅
大

（
川
湯
中
学
校
３
年
）、戸
田
勇
大（
同
２

年
）

　

弟
子
屈
高
校
陸
上
部
の
西
田
健
修
君

（
２
年
）が
、
６
月
17
日
か
ら
釧
路
市
で
行

わ
れ
た
第
67
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
の
砲
丸
投
げ
と

八
種
競
技
で
共
に
２
位
に
入
賞
し
、
第
67

回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手

権
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。西
田
君
の
全
国
大
会
出
場

は
、中
学
生
時
代
か
ら
連
続
で
す
。

▼
期
日
／
７
月
30
日
㈬
～
８
月
３
日
㈰

▼
場
所
／
山
梨
県

▼�

日
時
／
９
月
２
日
㈫　

19
時
～
20
時

45
分

▼
場
所
／
弟
子
屈
小
学
校
体
育
館

▼�

内
容
／
体
力
測
定
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
な
ど

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
８
月
29
日
㈮

※�

普
段
運
動
を
し
て
い
な
い
方
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

※�

運
動
に
適
し
た
服
装
で
、
上
靴
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育

課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８

（
課
直
通
）ま
で
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
開
催

（
体
力
測
定
会
）

　

弟
子
屈
町
野
球
馬
鹿
男
祭
り

（
大
道
賞
二
発
起
人
代
表
）が
８

月
10
日
㈰
、
町
営
野
球
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

弟
子
屈
高
校
存
続
の
た
め
に

も
、
野
球
部
が
管
内
の
強
豪
校

と
な
れ
る
よ
う
、
同
部
の
Ｏ
Ｂ

や
野
球
に
興
味
の
あ
る
町
民
の

皆
さ
ん
で
協
力
体
制
を
取
り
、

野
球
を
通
し
て
弟
子
屈
町
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
す

▼�

日
程
／
開
会
式
９
時
30
分
・
交
流
試
合

　

�

10
時
～
・
交
流
会（
焼
き
肉
）11
時
30
分
～

　
・
閉
会
式
15
時

▼�

交
流
会
参
加
料
／
高
校
生
以
下
無
料
、

一
般
男
性
１
千
５
０
０
円
、
一
般
女
性

１
千
円

※�

収
益
金
に
つ
い
て
は
、
弟
子
屈
高
校
、

弟
子
屈
中
学
校
の
両
野
球
部
、
摩
周

ジ
ャ
ガ
ー
ズ
に
全
額
寄
付
し
ま
す
。

野球馬
ば

鹿
か

男祭り開催第
12
回
摩
周
の
里
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▼
期
日
／
８
月
31
日
㈰

▼�

集
合
場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
第
２
駐
車
場

▼�

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
校
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。

▼�

コ
ー
ス
／
45
㌔（
文
化
セ
ン
タ
ー
→
川

湯
→
砂
湯
→
文
化
セ
ン
タ
ー
）予
定

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
摩
周
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
奥
村
）☎
０

　

９
０
‐
８
２
７
７
‐
２
２
７
９
ま
で
。

　

弟
子
屈
町
の
歴
史
や
文
化
に
関
わ
る

地
に
足
を
運
び
、
ゆ
っ
く
り
巡
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼�

日
時
／
９
月
７
日
㈰　

９
時
公
民
館

前
出
発（
雨
天
延
期
）

▼�

講
師
／
て
し
か
が
郷
土
研
究
会　

松

橋　

秀
和�

氏

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
30
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼�

持
ち
物
／
お
弁
当
・
敷
物
・
雨
具
・
筆
記

用
具

▼
申
込
締
切
日
／
８
月
29
日
㈮

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

ふ
る
さ
と
講
座「
歴
史
散
歩
」

参
加
者
を
募
集
！

自分だけのチュニックを

講演会
社会教育からのまちづくり

谷川教授の講演に聴き入る参加者

藻
琴
山
登
山
で
絶
景
を
満
喫

全員で登頂できた記念に

（
公
財
）北
海
道
体
育
協
会
地
域
支
援
事
業

奥
村
幸
治
氏
野
球
教
室
・
講
演
会

　

世
界

少
年
野

球
で
三

連
覇
を

成
し
遂

げ
た
監

督
・
奥

村
幸
治

氏
に
よ

る
野
球

教
室
と

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

奥
村
氏
は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
専
属
打

撃
投
手
や
田
中
将
大
投
手
の
中
学
時
代

の
監
督
を
務
め
た
方
で
す
。講
演
会
は
保

護
者
の
方
に
も
参
考
と
な
る
内
容
で
す

の
で
、
野
球
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
方
の
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

�

野
球
教
室
／
８
月
13
日
㈬　

９
時
～

17
時
、
14
日
㈭　

９
時
～
17
時
、
15
日

㈮
９
時
～
正
午


講
演
会
／
８
月
13
日
㈬　

19
時

▼
場
所

�

野
球
教
室
／
町
営
野
球
場

　
（
雨
天
時
・
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
）


講
演
会
／
町
公
民
館
講
堂

▼
受
講
料
／
無
料

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

昨年の交流会の様子

熱心に指導する奥村さん（昨年の野球教室の様子）

全道大会出場を報告する生徒たち

28
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　陶磁器製の容器を、資源ごみ

（その他の色のガラス瓶）として

出していませんか？

　陶磁器製の容器（焼酎容器な

ど）は、ガラス瓶ではありません。

『燃やせないごみ』に分別しま

しょう。

　その他、乳白色の容器（化粧品

の容器など）も、資源ごみになり

ません。

　詳しくは、てしかがの「ごみの出し方・分け方辞典」たつじん

をお読みください。

リサイクル
のすすめ

ちょっと待って！
その分別あっていますか？

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

　普段、何気なく捨てているそのご

み。きちんと分ければ資源になるかも？

　ごみ袋代がお得になる資源ごみの

分別を覚えて、地球にも家計にも優し

くなりましょう！

陶
磁
器
製
の
容
器

瓶として分別するのは、ガラス瓶だけ！

ガラス瓶は３つの色に分別！

　（「無色」「茶色」「その他の色」）

ワンポイント

　　　　　　　お世話になりました！

ＡＬＴのウィリアムとエリックが退任
　2012年８月から、ＡＬＴ（外国語指導助手）として子ど

もたちの英語指導にあたってきたウィリアム チェサー

さん（写真左）と、エリック オードルさん（同右）が、２年

間の任期を終えました。

　今後は、ウィリアムさんが静岡市教育委員会へ、エ

リックさんは母国アメリカ合衆国へ帰国。２人のさらな

る活躍が期待されます。

　弟子屈町、このすてきな町で２年間過ごすことができま

した。私たちのことを温かく受け入れてくれてありがとう

ございます。この２年間で、日本の文化、アイヌの人々の歴

史や文化、そして自分自身のことについて、たくさんのこと

を学びました。皆さんから教えてもらったことや親切にし

てもらったことに感謝しています。また、皆さんに対しても

十分なお返しがしたかったと思います。

　弟子屈町は私にとって特別な場所になりました。弟子屈

町は私のふるさと、皆さんは私の家族と思っています。もし

世界のどこかで会えたら、いつでも歓迎します。

　２年間ありがとうございました。

William Chesser

　２年前、英語指導助手としてアメリカから弟子屈町に来

て、かけがいのない経験をしました。小学校や中学校、とき

には幼稚園や高校にも行き、英語を通じて子どもたちとた

くさんふれ合うことができました。その中で自分自身もア

メリカと日本の文化の違いを感じることができました。　

　次に来るＡＬＴのためにお願いがあります。次に来る人

は、日本語が上手かどうか分かりませんが、日本語や日本の

文化を学ぶために来ています。もし日本語が分からないこ

とがあっても、逃げずに聞き取ろうとするはずです。そこか

ら、面白いコミュニケーションや異文化理解が始まってい

くと思います。ですから、新しいＡＬＴにも普通どおりにた

くさん話しかけてあげてください。

　最後に、この２年間でできた仲良しな人たちを決して忘

れません。ありがとうございました。

Eric Odle

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　弟子屈高校１年の
谷田美優さんが、６月
15日に行われた日本
コロムビア全国剣詩
舞コンクール大会北
海道地区予選・詩舞の

部で優勝し、９月20日に茨城県で行われる全国大会への出
場を決めました。また、剣舞の部でも準優勝に輝きました。
　小学校２年生から、聖月流日本吟剣詩舞道会川湯支部（鈴
木幸栄代表）で詩舞を学ぶ谷田さん。同大会への出場は５回目
で、優勝は一昨年に続いて２回目です。６月24日に役場を訪
れた谷田さんは「２回目の全国大会なので、今回は優勝を目
指したい」と抱負を語りました。

２度目の全国大会出場へ

谷田美優さんが詩舞で全道優勝
谷
田
さ
ん（
中
央
）と
鈴
木
代
表（
左
）

６月24日

　川湯エコミュージアムセ
ンターを運営している屈斜
路カルデラ自然ふれあい推
進協議会（会長・德永町長）を
中心とした関係機関の皆さ
んが６月26日、摩周岳登山道
のササ刈りを行いました。

　毎年初夏と秋の２回、登山道入り口から西別岳への分岐
点となる片道約5.6キロの間で実施しています。今年度１回
目のこの日は25人が参加。４グループに分かれ、５人の町森
林組合員が機械で草を刈り、後続の人たちが熊手を使って
払っていきました。作業は５時間ほどで終了し、歩きやすい
登山道となりました。次回は９月に行われる予定です。

皆さんが歩きやすい登山道に

摩周岳登山道でササ刈り
手
分
け
し
て
丁
寧
に
作
業

６月26日

　太平洋戦争
中の1945（昭和
20）年、北海道
援農勤労報国
隊として本町

に派遣された岩手県久慈農林学校（現・久慈東高校）の生徒を
たたえる「援農の碑」記念式が６月25日、摩周観光文化センタ
ー敷地内にある同碑前で行われました。
　同碑は、生徒たちの功労を忘れず感謝していこうと1989
年６月25日、かつて受け入れ農家だった方など関係者が建
立。同碑前での式典は、関係者で組織する「６・25会」が中心と
なって毎年６月25日に行っています。今年は21人が出席し、
生徒たちの功労や苦労に思いをはせました。

勤労報国隊を忘れない

援農の碑記念式を開催
当
時
の
生
徒
の
愛
唱
歌
を
斉
唱

６月25日

　たくさんの本を
キャラバンカーに
積んで全国を回っ
ている「本とあそぼ
う全国訪問おはな
し隊」が７月２日、
おひさま保育園を
訪れました。

　キャラバンカーの来町は４年ぶり。約550冊の本を積んだ
キャラバンカーに子どもたちは大喜びで、思い思いの本を
手に取っていました。また、キャラバン隊や、絵本の会「おは
なしはらっぱ」（笹島久美代表）の皆さんによる絵本や紙芝居
の読み聞かせも行われ、子どもたちを魅了しました。

楽しい本をたくさん積んで

おはなしキャラバン隊が来町
た
く
さ
ん
の
絵
本
う
れ
し
い
ね

７月２日

　弟子屈小学校児童、弟子
屈中学校・弟子屈高校生徒
によるジュニアパークレ
ンジャー事業（同実行委員
会主催）が７月４日、美留和
地区で行われました。

　国指定の特定外来種・オオハンゴンソウ（北米原産）の駆除
を通して、地域の自然環境保全や社会貢献活動への関心を高
めようというもので、昨年に引き続き２回目です。子どもたち
は、環境省川湯自然保護官事務所や川湯エコミュージアムセ
ンターの職員、パークボランティアの皆さんから、オオハンゴ
ンソウと他の植物との区別の仕方について説明を受け、駆除
に挑戦。協力し合いながら、根本から引き抜いていました。

外来種駆除通して環境保全学ぶ

児童・生徒によるジュニア・パーク・レンジャー
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
を
駆
除

７月４日
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　町交通安全運動推
進協議会と町交通安
全協会の共催による
旗の波街頭啓発活動
が、全道夏の交通安
全運動初日の７月11

日、摩周観光文化センター前の国道391号で行われました。
　開会式で同協議会長の德永町長は「町内交通死亡事故ゼロ
が、６月21日に543日でストップした。観光客に事故なく帰
ってもらうとともに、町民も事故を起こさず、死亡事故ゼロ
の記録を重ねていきたい」とあいさつ。その後、参加した約100
人が安全旗を手に、行き交うドライバーにパンフレットな
どの啓発グッズを手渡し、交通安全を呼び掛けました。

道行くドライバーに交通安全を呼び掛ける

旗の波による街頭啓発

　女性ユニット「Dri
Ori（ドリオリ）」の公
演が７月４・５の両
日、ピュア・フィール
ド風曜日（弟子屈原
野）で行われました。

　DriOriは、車椅子の田中さおりさん（岩手県在住）と岩手県
立大学大学院で社会福祉学を専攻する高橋緑さん（同）のユニ
ット。障がい者の旅行について研究している高橋さんが、友
人である田中さんを誘って今年３月、ユニバーサルデザイ
ンのホテル、ピュア・フィールド風曜日を訪れたことが縁で、
今回の公演が実現しました。弟子屈の人と自然に魅了され
た二人は、また来町したいと話しています。

ユニバーサルデザインの宿が縁

風曜日で車椅子シンガーユニットが公演

　弟子屈・川湯・美
留和・屈斜路の各
郵便局が、町内６
小学校に2014FIFA
ワールドカップ

公式試合球「ブラズーカ」のレプリカを寄贈しました。
　ゆうちょ銀行と郵便局によるワールドカップ応援企画の
一環。実際に試合で使われているボールと同じデザインで、
小学生サイズで作られたものです。
　７月９日には、奥春別小学校（中村凉子校長）に贈呈。藤原
将男弟子屈郵便局長から、児童会長の守屋陽平君にボール
が手渡されました。ボールは一定期間展示した後、実際に使
用できるとあって、子どもたちが楽しみにしていました。

７月９日

ワールドカップを盛り上げて

町内４郵便局が小学校にＷ杯レプリカ球寄贈

田
中
さ
ん（
中
央
右
）と
高
橋
さ
ん（
同
左
）

ボ
ー
ル
う
れ
し
い
な

安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す

７月４・５日

　美幌町と弟子屈町
合同の交通安全啓発
が７月11日、国道243
号、道の駅「ぐるっと
パノラマ美幌峠」前で
行われました。
　夏の観光シーズン

を迎えるに当たり、オホーツクと釧路・根室管内をつなぐ同
国道で交通安全を呼び掛けようと、約180人が参加して行わ
れたものです。警察関係者のほか、本町からは交通安全運動
推進協議会、交通安全協会、交通指導員会、女性ドライバーク
ラブの皆さんが参加。旗の波を行ったほか、ドライバーに啓発
品を手渡し、交通安全を呼び掛けました。

安全運転で楽しい道内観光を

美幌・弟子屈両町合同の交通安全啓発

　社会を明るくする運動強調
月間の７月、保護司や更正保護
女性会などで組織する実行委
員会の皆さんによるさまざま
な啓発活動が行われました。
　14日には摩周の里夏まつり
の会場で啓発活動を行ったほ
か、16日には、ＪＡ摩周湖前と
フクハラ摩周店前で買い物客
にティッシュなどを手渡し、住

みよいまちづくりへの理解と協力を呼び掛けました。また、
町内小・中学校を訪問し、子どもたちへクリアファイルとパン
フレットを贈りました。

みんなで住みよいまちづくりを

社会を明るくする運動の街頭啓発

両
町
合
同
で
旗
の
波
街
頭
啓
発

７月16日

　てしかが自然学校（萩
原寛暢代表）主催の「原野
のもりの木育ひろば」が
７月21日、弟子屈原野で
行われました。
　道認定木育マイスタ

ーで環境教育や自然体験活動などのコーディネートを行う
萩原さんが、自然とのふれあいと参加者同士の交流の場と
して企画したもので、親子連れなど20人が参加。のこぎりで
たきぎにする枝を切り出したり、おのを使ってのまき割り、火
おこしなどに挑戦し、たき火でパンなども焼きました。ほか
に、木と木の間に渡したロープで遊んだり、虫よけスプレー
を作るなど、子どもも大人も森との関わりを楽しみました。

森とふれあい人とふれあう

原野のもりの木育ひろば
火
お
こ
し
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

� 　川湯エコミュージアム
センター主催の自然ふれ
あい行事「阿寒国立公園指
定80周年記念・川湯から外
来種をなくそう」が７月20
日に行われました。

　今回は、野生動植物の保護・管理という視点から、特定外来
生物のオオハンゴンソウを駆除。センター内で外来生物に
関する解説を聞いた後、実際に川湯温泉街の一角で、１本ず
つ根から引き抜き、約500本を駆除しました。同じ場所で２
年前から作業を実施していて、経年変化を記録中です。
　参加した皆さんからは「まずはやってみようと思った」「今
後は外来種に関心が持てる」といった声が聞かれました。

外来種のオオハンゴンソウを駆除

エコミュージアムセンターの自然ふれあい行事

７月20日

　５月に逝去
された、元・町
議会議員の故�
三浦純さん（川
湯温泉２）に、特
別叙勲・旭日単
光章が授与さ
れました。

　伝達は７月22日に行われ、三浦さんの妻・昌子さんに、德永
町長から勲章と勲記が手渡されました。
　三浦さんは、1983年５月から1995年４月まで３期12年に
わたり、町議会議員を務めました。長年にわたって地方自治
の発展に貢献したとして、この度の受章となったものです。

長年にわたり地方自治の発展に貢献

故�三浦純さんが旭日単光章を受章
三
浦
さ
ん
の
遺
影
に
向
か
っ
て
受
章
を
報
告

　緑化推進の
一環として行
われた緑の募
金運動で、町内
の皆さんから
ご協力いただ
いた募金が、弟

子屈町緑化推進委員会（会長・德永町長）に寄附されました。
　緑の募金運動は約３カ月間行われ、自治会や企業、学校、
個人の皆さんなどから募金をいただきました。７月22日に
は、弟子屈中学校（坂東薫校長）の生徒会の皆さんが役場を訪
れ、生徒の皆さんから協力していただいた募金を德永町長に
手渡しました。募金は、町内の緑化推進に役立てられます。

７月22日 ７月11日

７月21日

緑多いまちづくりに役立ててください

弟子屈中学校生徒が緑の募金を寄附
募
金
を
手
渡
す
弟
中
生
徒
会
の
皆
さ
ん

７月11日７月22日

　チャリティー
イベント「電影巨
大紙芝居」が７月
６日、摩周観光文
化センターで開
催されました。
　東日本大震災

の被災地で救援活動を続ける木名瀬裕さん（札友内）の支援、
地元の人材と施設を活用したイベントの創設を目的に、フ
ジワラトシカズさん（美留和）ほか有志が企画したもの。「モチ
モチの木」などを朗読劇風の紙芝居にして上演したほか、町
民の皆さんによるミニコンサートなども行われ、多くの皆
さんでにぎわいました。次回は12月に行われる予定です。

７月６日

巨大スクリーンで紙芝居を楽しむ

チャリティーイベント電影巨大紙芝居
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
見
入
る
観
客

　釧路・リバープロテ
クション・21の会（上田
光夫会長）主催による
ヤマメの稚魚の放流
が７月14日、摩周温泉
公園の釧路川護岸で
行われました。

　魚類資源の回復のために毎年行っているもので、釧路開
発建設部釧路河川事務所や町、会員など関係者約40人が参
加。弟子屈小学校（阿部典子校長）の２年生43人と摩周丘幼稚
園（鈴木幸栄園長）の年長児39人も招待され、体長10センチほ
どのヤマメ1,500匹を放流しました。上田会長は「昔のように
ヤマメがいる川になってほしい」と話していました。

ふるさとの釧路川を豊かに

リバープロテクション・21の会がヤマメを放流
無
事
に
大
き
く
な
っ
て
と
願
い
を
込
め
て

７月14日

フ
ク
ハ
ラ
前
で
街
頭
啓
発（
上
）弟
小
へ
啓
発
品
贈
呈（
下
）
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informationinformation

８月　アリーナ町民開放日

文 化 セ ン タ ー ガ イ ド

◎＝全面　　休＝休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

木 月日土 水 木火月日土 金

火日 水 木 土金 水 木 土金火月日 日月
20

火金 金

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
土

月
１

◎

北海道高等学校剣道連盟夏季合宿

今月の主な行事予定
２日
３日

All北海道釧路学力向上八策「SSキャラバン」
ソフトバレーボールビックリッキー杯大会

４～７日
釧路江南高校バスケットボール部合宿８～10日

14・15日体育協会野球教室（雨天時）
体育協会野球教室（雨天時）、弟子屈高校バドミントン部合宿（晴天時）13日

11日弟子屈高校バドミントン部合宿

水
休 ◎ 休

◎ 休 ◎ 休 ◎

区　

分

て
し
か
が
の
蔵
を
10
月

ま
で
一
般
公
開

　

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
で
は
、
て

し
か
が
の
蔵
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

▼�

期
間
／
８
月
～
10
月
の
毎
週
日
曜

日
、10
時
～
15
時

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
☎
４
８

　

２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

す
ず
ら
ん
丘
自
治
会
夏

祭
り
に
来
ま
せ
ん
か

　

す
ず
ら
ん
丘
自
治
会
で
は
、
次
の

と
お
り
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
／
８
月
10
日
㈰　

13
時
～
20

時（
予
定
）

▼�

場
所
／
す
ず
ら
ん
こ
ど
も
館
前
広

場
※�

仮
設
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま
す

が
、混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、で
き

る
だ
け
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

内
容
／
お
菓
子
ま
き
・
小
学
生
じ

ゃ
ん
け
ん
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ビ
ン
ゴ
・
盆

踊
り
・
焼
き
鳥
や
飲
み
物
な
ど
の

売
店
・
綿
あ
め
、か
き
氷
コ
ー
ナ
ー

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
す
ず
ら
ん
丘
自

治
会
事
務
局　

西
尾
☎
４
８
２
‐

１
４
８
５
ま
で
。

障
害
者
雇
用
納
付
金
制

度
の
対
象
を
拡
大

　

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
対
象

事
業
主
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
拡

大
さ
れ
ま
す
。常
時
雇
用
し
て
い
る

労
働
者
の
方
の
人
数
が
、
１
０
０
人

超
２
０
０
人
以
下
の
中
小
企
業
事
業

主
の
皆
さ
ん
も
、
納
付
金
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す（
平
成
28
年
４
月
申

告
開
始
）。平
成
27
年
４
月
～
平
成
28

年
３
月
の
各
月
の
雇
用
障
が
い
者
数

の
把
握
・
確
認
な
ど
、申
告
・
納
付
に
向

け
て
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

❑ 
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０

　

１
１
‐
２
０
０
‐
６
６
８
５
ま
で
。

７月10日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

海
上
保
安
大
学
校
の
学

生
を
募
集

　

海
上
保
安
大
学
校
の
学
生
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

▼�

受
験
資
格
／
高
校
卒
業
後
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
方
と
高
校
卒
業

見
込
み
の
方
。

▼�

受
付
期
間
／
８
月
28
日
㈭
～
９
月

８
日
㈪（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）・
８
月

28
日
㈭
～
９
月
１
日
㈪（
郵
送
・
持

参
）

▼�

第
１
次
試
験
日
／
11
月
１
日
㈯
・

２
日
㈰

▼�

試
験
地
／
釧
路
市
な
ど

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保
安

部
管
理
課
☎
０
１
５
４

０
１
１

　

�

８
、U

R
L
�http://w

w
w
.kaiho.

m
lit.go.jp/saiyou/bosyu/
nittei.htm

l

ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
８
月
31
日
㈰　

10
時
～
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ

ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
８
月
29
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

洗
濯
機
で
の
け
が
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い

　

洗
濯
物
は
、洗
濯
・
脱
水
槽
が
完
全

に
止
ま
っ
て
か
ら
取
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。完
全
に
止
ま
る
前
に
取
り
出

そ
う
と
す
る
と
、
衣
類
が
指
に
絡
ま

り
大
け
が（
時
に
は
指
を
切
断
）し
ま

す
。ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も
危
険

で
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会
☎
０
３
‐
３
５
５

　

�

６
‐
５
８
８
７
ま
で
。U

R
L
�http:

　

//www.jema-net.or.jp/

16日釧根地区小学生バドミントン強化合宿

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集

　

日
本
郵
便
㈱
で
は
、
高
校
生
以
下

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
手
紙
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。は
が

き
を
使
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
部
門

�

は
が
き
作
文
部
門
／
小
学
校
１
～

６
年
生
各
学
年
の
部
・
中
学
生
の

部
・
高
校
生
の
部

�

絵
手
紙
部
門
／
幼
児
の
部
・
小
学

校
１
～
３
年
生
の
部
・
小
学
校
４

～
６
年
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
高

校
生
の
部

▼�

賞
／
文
部
科
学
大
臣
賞
・
日
本
郵

便
賞
・
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
・
暑
中
見

 今月の休館日
　（ １～15、18、19、25、

26日）

10時～17時
　（水・木・金・土・日曜日）

休館日 開館時間

利用料

 小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）
毎月第２・４土曜日は

無料開放日！

８月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／24、31日 　　　　　　　　　14時～14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／⑳、22、27、29日 　　　　　14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／駅、23、28、30日 　　　　　14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／20、27日 　　　　　　　10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／22、29日 　　　　　　　　　19時～19時45分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／23、24、30、31日 　　　10時30分～11時15分

幼児水泳教室（幼児３～５歳）

　◇日時／24、31日 　　　　　　　10時30分～11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／23、30日 　　　　　　　10時30分～11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ 16、17、20、21、22、23、24、27、28、29、

30、31日 　　　　　　　　　　　15時～17時

☎４８３‐２０７２

舞
い
賞
・
参
加
賞（
全
員
）・
教
師
応
援

賞
・
リ
ピ
ー
ト
団
体
賞

▼
応
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募
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す
。

�

作
品
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本
人
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身
の
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で
、未
発
表
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も
の
に
限
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す
。
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数
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同
一
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募
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の
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は
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部

門
１
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。
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時
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　川湯屋内温水プールは、施設点検と改修工事のため５
月９日から臨時休館となっていましたが、８月16日㈯10
時から開館します。皆さんには、大変ご迷惑をおかけしま
したが、今後ともよろしくお願いします。
　各教室の日程は次のとおりです。

８月16日㈯再オープン！
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informationinformation

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税２期　　　　　　 ９月１日㈪
▶国民健康保険税３期　　　　９月１日㈪
▶後期高齢者医療保険料３期　９月１日㈪
▶介護保険料２期　　　　　　９月１日㈪

８月の町税などの納期限

夜間納税窓口を開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／８月27日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶�開設場所
　役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先
　役場税務課☎４８２‐２
９１４（課直通）まで。

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

❑
弟
子
屈
建
設
業
協
会

　
　

会
長　

辻　

谷　

智　

之　

様

　

▼
現
金　

20
万
円�

　

�

養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園
の
備
品

代
と
し
て
。

❑ 

髙　

橋　

志
津
子　

様（
美
里
２
）

　

▼
現
金　

３
万
円�

　

�

亡
夫（
髙
橋
明
洋
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、福
祉

に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑ 

明
治
安
田
生
命
（��）
中
標
津
営
業
所

　
　

所
長　

布　

川　

昌　

彦　

様

　

▼
ご
み
袋　

50
枚�

　

�

自
然
の
番
人
宣
言
協
賛
。

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200～3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／８月４日㈪〜８月11日㈪（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／８月下旬〜９月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

入居者を募集します町 宅住営

9,000〜13,400円Ｓ52 ３ＤＫ １ 　　53.61㎡美留和団地（簡易耐火平屋建）
14,300〜21,200円Ｓ61 ３ＤＫ １ 　　63.71㎡川湯駅前団地（簡易耐火平屋建建）

30,000円Ｈ６ １ＤＫ １ 　　47.40㎡（２階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）

どさんこ・子育て特典制度
　道と市町村が協働して子育て中の皆さんを応援する「どさんこ・子育て特典制度」。
全道地域協賛店には、テーマパークやキャンプ場などもあります。ご家族で利用
してみませんか。全道協賛店の一覧については、道のホームページ（http://www.
pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/dosanko/kosodatetokutennseido.htm）をご覧くだ
さい。町内の観光施設も協賛しています。家族で町内観光を楽しみながら、特典サ
ービスを受けてみませんか。

▼町内の協賛施設（認証カード提示で特典が受けられます）
〈町地域〉
キッチン「香川」／お子さんと妊婦の方にソフトドリンクサービス
そば処「出雲」／お子さんと妊婦の方に粗品プレゼント
〈全道地域〉
摩周湖レストハウス／買い物をされた方に粗品プレゼント
硫黄山レストハウス／買い物をされた方に粗品プレゼント
 ９○○草原シーニックカフェHome Sweet Home（５～11月）／レストランで食事

をされた方に牛乳１杯サービス
温泉民宿「北の大地」／日帰り入浴・宿泊料金割引
温泉浪漫の宿「湯の閣」／日帰り入浴料金割引
※ 妊娠中の方か、０歳～小学校６年生までのお子さんがいるご家庭が対象となり

ます。
※ 転入・出産などで認証カードがお手元にない方には、福祉こども課で配布して

います。
※ 協賛していただける施設・店舗などを随時募集しています。協賛される方は、ご

連絡ください。

❑ 問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）まで。

ご家族で利用してみませんか？

出張年金相談所を開設します！
★日時／９月４日㈭　�10時30分～15時

（受け付けは14時30分まで）
★場所／弟子屈町公民館
★主催／釧路年金事務所
★予約受け付け／８月29日㈮まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先／☎０１５４６０００（直通）
　※�年金相談の予約をするためには、基礎年金番号をご確認
の上、釧路年金事務所へご連絡ください。後日、予約確認・
添付書類などの連絡を行います。

相

　　☆２日／『あさがお』　ほか２冊
　　☆９日／『イカタコつるつる』　ほか２冊
　　☆16日／『山んばあさんとむじな』　ほか２冊
　　☆23日／『こねこのおんぶ』　ほか２冊
　　☆30日／『おばけやしきにおひっこし』　ほか２冊

テ ー マ『なつってだいすき!!』

○時間／午後１時～　　○場所／弟子屈町図書館
おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！�みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ８月

東京の銭湯に摩周湖の壁画

　東京都台東区上野にある銭湯「燕
つばめ

湯」に、摩周湖の壁画が描
かれました。
　銭湯の壁画といえば富士山がほとんどで、これまで燕湯で
も富士山などが描かれていましたが、今年、町からの要請に
応えて摩周湖が描かれました。摩周湖が銭湯の壁面に描かれ
たのは、国内で初めてのことです。
　壁画は、日本に２人しかいない銭湯絵師の１人、中島盛夫
さんによって描かれました。１日がかりで描かれた作品に
は、不純物をほとんど含まない水が作り出す「摩周ブルー」の
湖面、夏の青空とシラカンバの木、湖の向こう側の摩周岳が
見事に描かれています。
　燕湯は戦前に開業。空襲で当時の建物がなくなった後、
1950（昭和25）年に再建され、現在の建物になりました。建物
と、浴室内にある富士山の溶岩でできた岩山は、東京都の銭
湯で唯一、登録有形文化財に指定されています。
　摩周湖の壁画の評判は上々とのことで、町では壁画のほ
か、銭湯内にポスターの掲示やパンフレットの設置などを行
い、多くの方に観光ＰＲをしていきます。
❑�問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９
　４０（課直通）まで。

燕
湯
に
描
か
れ
た
摩
周
湖

（
写
真
撮
影
・
提
供
／
椿��

孝�

氏
）
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日 月 火 水 木 金 土

１２

３４５６７８９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 3031

■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 親子水遊び（和琴
　半島【現地集合】・
  9:30～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
催 し 弟子屈神社例大祭

【21日まで】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
　10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～15:00）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

開 放 保育園開放「遊んＤａｙ」
　（おひさま保育園／川湯
　保育園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診（福祉
　センター・9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉センタ
　ー・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」（福祉
　センター・14:30～）
税 務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）
催 し 川湯神社例大祭

【29日まで】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

　
　
　
　
　 �

【
６
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、９
０
１
人　
（　
　
　

�

２
）

　
　
　

男　

３
、７
５
６
人　
（　
　
　

�

１
）

　
　
　

女　

４
、１
４
５
人　
（　
　
　

�

３
）

●
世
帯
数　

３
、９
６
７
世
帯（　
　
　

�

３
）

　

松
橋�

穂ほ

菜な

実み

ち
ゃ
ん�

女�

（
祐
輔
）川
湯
温
泉
４

　

石
本　

利
夫
さ
ん（
61
歳
）熊
牛
原
野

　

齋
藤　

俔
代
さ
ん（
75
歳
）泉
１

　

舘
岡　

重
雄
さ
ん（
78
歳
）高
栄
１

　

野
口　

豊
子
さ
ん（
85
歳
）川
湯
温
泉
５

　

吉
井　

敏
治
さ
ん（
76
歳
）朝
日
３

　

西
田　
　

敏
さ
ん（
50
歳
）美
里
６

　

金
井　

順
泰
さ
ん（
72
歳
）川
湯
温
泉
６

▼
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
ね
。わ

が
家
の
夏
休
み
の
過
ご
し
方
は
、
毎
年

キ
ャ
ン
プ
で
す
。今
ま
で
独
身
時
代
も

含
め
支
笏
湖
、洞
爺
湖
、ニ
セ
コ
、大
沼
、

留
萌
、十
勝
、網
走
な
ど
、道
内
各
地
の

キ
ャ
ン
プ
場
を
泊
ま
り
歩
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
回
り
ま
し
た
が
、
結
局
の
と

こ
ろ
一
番
の
お
気
に
入
り
キ
ャ
ン
プ
場

は
屈
斜
路
湖
畔
で
す
。今
年
も
砂
湯
で

決
ま
り
で
す
。安
全
運
転
を
心
が
け
、楽

し
い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。（
渋
田
）

▼
飛
ん
で
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
歩
い

て
い
る
イ
メ
ー
ジ（
個
人
的
に
）が
強
い

セ
キ
レ
イ
。そ
ん
な
セ
キ
レ
イ
が
お
ひ

さ
ま
保
育
園
の
物
入
れ
に
巣
を
作
り
、

ひ
な
を
育
て
て
い

る
と
聞
き
ビ
ッ
ク

リ
！
現
在
は
無
事

に
巣
立
ち
を
迎
え
、

時
々
園
庭
に
遊
び

に
来
て
い
る
そ
う

で
す
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生、お悔やみは、6/1〜6/30に弟子屈町役場に届け出をされた方のうち、掲載
を希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を
希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

夜間火災防御訓練を行います
　弟子屈消防署と弟子屈消防団では、８月５日㈫19時から養護老人ホーム倖和園で夜間火災防御訓練を行います。夜
間の消火活動の流れや、状況に合わせた最善の消火方法を確認し、消防職員と消防団員の連携を高めます。火災とお
間違えのないよう、よろしくお願いします。

消防団員技能競技大会に向けて訓練
　９月13日に釧路市で行われる消防団員技能競技大会に向けて、弟子屈消
防団と川湯消防団は訓練を開始します。大会は毎年行われ、昨年度は自動
車ポンプの部で弟子屈消防団が、小型ポンプの部では川湯消防団が３位入
賞を果たしました。今年度は各団ともに、小型ポンプの部に各１チームが
出場、上位入賞を目指し訓練に励みます。応援をよろしくお願いします。

危険物取扱者試験準備講習会を開催します
　８月31日㈰に行われる危険物取扱者試験に伴い、弟子屈消防署では８月18日㈪〜22日㈮の５日間、準備講習会を開
催します。学生から一般の方まで、年齢や職種は関係なく受講することができます。就職活動にも有利ですので、この
機会にチャレンジしてみてはいかがですか。受講希望の方は、弟子屈消防署までお気軽にお問合せください。
※参加者が２人以下の場合は、講習会を行わない場合もあります。

消防からのお知らせいろいろ

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

益
まし

子
こ

　愛
あい

莉
り

�ちゃん 小
こ

岩
いわ

　千
ち

花
あ

子
こ

�ちゃん 櫻
さくら

岡
おか

　凛
り

音
ん

�ちゃん 菅
すが

　結
ゆ

衣
い

菜
な

�ちゃん

長
なが

尾
お

　緋
ひ

月
づき

�ちゃん 山
やま

本
もと

　紗
さ

菜
な

�ちゃん 吉
よし

田
だ

　ましろ�ちゃん 若
わか

林
ばやし

　湊
みな

人
と

�ちゃん

昨
年
の
大
会
の
様
子


